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海外林業協力の今後の課題

国際協力事業団の歩みから－
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国際協力猟集団は，一昨年の昭和49年8月に発足して今1.lまで，ほ

ぼ1年半を経てきている。すでに知られているように，国際協力轤業団

は，それ以前の海外技術協力事業団(OTCA),海外移住事業団，その

他政府関係の脚際協力機関が合体し，新たな業務分野と組織を付加して

発足したが，その際，林業分野における技術協力と資金協力を所掌する

林業開発協力部が設けられた。

この事業団の設立の趣旨等については，本誌第387号の論聴において

林野庁計阿課長。秋1I1纐英氏によって明らかにされているので,1年半

を経た今|ﾖ，エバリュエーションの意味でこの間の林業関係分野におけ

る活動実縦を紹介するとともに，今後の課題・問題点等について論ずる

こととしたい。

業務実績

事業団発足以降の実縦は，表に示すとおりである。

表の区分において，「技術協力」とは事業団法21条1項1号に掲げる

業務，「開発協力」とはI司3号に掲げる業務，「専門家養成」とは同5号

に掲げる業務である。すなわち，1号の「技術協力」の範ちゅうに属す

る業務は，政府間の協定等の国際約束に基づくものであって，いわゆる

ダイレクI､な政府ベースの国際協力である。これに対し，3号の「開発

協力」の範ちゅうに属する業務は，民間企業を通ずる開発に対し事業団

が行なう技術的，資金的な支援業務である。5号の「専門家鍵成」の範

ちゅうに属する業務は，技術協力および開発協力を行なうのに必要な人

材を養成確保する業務である。

以下，表の各項目，事項について若干の補足説|ﾘlをすることとする。

フィリピン（パンタバンガン）森林造成事業については，数年前より

フィリピン政府からわが国の造林協力の要請があり，これを受けてまず

後掲の｢開発協力｣の調査団，いわゆる3号関連の調査団が昨年4月に派

遣され，これがフィリピン政府との折衝の過程で，パンタバンガン地区

＊国際協力事業団

林業開発協力部長



3

林業関係業務実績 (昭和49年8月～51年4月）

区分|項目 ＜実
一一一

事項 施年＞ 容内

プ｡ジ皐外|うあ禮淵《灘腫辮葬f謝憲舞琴より>鵬禰50年'1月調査団派遮
専門家派遮 ブラジル(サンパウロリ'l'l)流域管理く昭51年1～3月＞林試防災部長を専門家として派遣(2カ月）

林業・林産業集団研修く昭49年＞6カ月間，10人（インドネシア，フィリピン，トルコ，ペル

ー，ブラジル，マレーシア，カンボジア，南ベトナム，ラオス，バングラデシュ）

同上く|旧50年＞5.5カ月間，3人（フィリピン，マレーシア，バングラデシュ）

森林造成集団研修く昭50年>3カ月間,7人（タイ，ネパール，ウエネゼラ，フィリピン2人，
ナイジェリア，マレーシア）

木工機械集団研修く昭50年＞3カ月間，7人（バングラデシュ2人，稗国，マレーシア，シン

ガポール2人，トルコ）

同上く昭51年＞3カ月間，10人（インドネシア2人，タイ，フィリピン，ビルマ，シンガポ

ール，ネパール，イラク，エチオピア2人）

個別研修く昭50年＞1～2.5カ月間，2人（フィリピン）

技

術

協
研修員受け入
れ

力

｜
、

インドネシア（スマ|､ラ）森林造成（造林）開発協力く昭50年6．11月＞6月開発雑礎調査第1
次細査団派遣（団長名村)，11月開発基礎柵査第2次調査団派遣（団長大福）

フィリピン（パンタバンガン）森林造成（造林）開発協力く昭50年4．10月>4月開発埜礎調査
第2次調査団派遣（団長竹原)，10月同上打ち合わせ調査団派遣（団長神足）

パプアニューギニア（マダン）森林造成（造林）開発協力く昭50年4．7月＞4月開発計画調査
剛派遣（団長編nl),7月開発艦礎調査第2次調査団派遮（団長福田）

ブラジル(アマゾン)林業開発協力く昭50年11月＞開発雛礎淵査第1次調査団派遣（団長神足）

インドネシア（スラウエシ)林業開発協力く昭51年3月＞棚推藤礎調査節1次調査団派遣（団長
三品）

プロジェクト

開

土壌調査．肥培管理に関する技術指導く昭50年8～10月＞三菱商事の要請による同社出資のB.

F.I社（インドネシア・カリマンタン）の造林技術指導

林地保全に留意した伐出に関する技術指導く昭51年3月＞総武通商の要請による同社出資(パプ
アニューギニア．ニューブリテン）の伐木集迎材技術指導

土壌条件とアルビジアの生長に関する技術指導く昭51年4月＞三井物産の要請による同社出資
のマグロフォール社（ブィリピン・ミンダナオ）の造林技術指導

発

技術指導

協

林業開発現地従事者集団研修（第1回）＜昭50年3月＞インドネシア5人，マレーシア2人

同上(第2回)<11N50年8～10月＞フィリピン4人，インドネシア3人，パプアニューギニア1人
研修生受け入
れ

力

関連施設（インフラストラクチャー)融資く昭50年＞インドネシア（カリマンタン・バリックパ

パン)，同（カリマンタン・ブラウ)，同（カリマンタソ・タラカン)，インドネシア（スラウ
ェシ・マソゴル脇)，パプアニューギニア（ニューブリテン鳥）

試験的事業（造林）融資く昭50年＞インドネシア（カリマンタン・バリックパパン)，同（スラ

ウェシ・マリノ)，パプアニコ.一ギニア（マダン)，ニューカレドニア，＜昭50年＞インドネ

シア（スマトラ・ブラスタギ)，フィリピン（ミンダナオ・ダバオ)，タイ（チェンマイ)，パ
ラグァイ（イグァス）

融資

長期研修（49年度）＜昭50年＞フランス熱帯林業技術センターで2年間林野庁蝋員1名が研修

同上（50年度）＜昭51年＞アメリカ・プエルトリコ熱辮林業研究所で2年間日林協職員1名

が研修，西ドイツ林業林産総合研究所で2年間林野庁職員1名が研修

中期研修（49年度）＜|旧50年6～8月＞3カ月,10人

同上（50年度）＜昭50年9～12月＞3カ月，7人

専
門
家
縫
成

修研

登録’ 専門家登録く昭50年＞60人



4

のなかでフィリピン政府が直営で行なう造林に対しわが国からの専門家

派遣，磯械供与等を内容とする技術協力プロジェクトの機想が打ち出さ

れ，これの実現のための調査団が昨年11月に派遣され，51年度から実

施を予定しているものである。

ブラジル（サンパウロ州）の流域管理については，ブラジル政府から

わが国の防災の専門家の派遣を要請してきたもので，前述のフィリピン

のようなプロジェクトに係る専門家派遣ではなく，いわゆる個別専|11家

派遣である。しかし，ブラジル側の考え方からみても，将来は治111治水

試験地の協力プロジェクトあるいは研究協力の形でのプロジェクI､に発

展しうるものである。

以下の研修員受け入れについては,inOTCA時代から林業分野でも

コロンポプランによる研修員として林叢試験場，林野庁等が引き受けて

きたものと同じである。今後はコロンポプランによるもののほか，前述

のような協力プロジェクトの協定内容の一つとして相手国のカウンター

パートを研修員として受け入れるケースが多くなるものと予想されてい

る。

表の次の区分の「開発協力」の各プロジェクトは，事業団の調査を雄

とし，民間企業による開発事業を円滑適正に実施することを目的として

取り上げられたものである｡

この種の調査あるいはプロジェクI､には，相手国政府からわが国政府

へ，日本の民間企業による林業開発事業（伐採・加工・造林等）の導入

を提案してくる場合と，すでに日本企業が開発を計画あるいは着手して

いるが，プロジェクトの性格上からみて公益的・公共的な面の適正さと

事業的な面の合理性の調盤に事業団が関与していく場合とがある。前者

は，白紙の状態の候補地域へ民間企業が担い手となるプロジェクトを導

入しようとするもので，表のイ･ンドネシア（スマトラ）森林造成および

フィリピン（パンタバンガン）森林造成の二つがこのケースである。後

者は，開発事業の担い手は決まっているがプロジェクトをより望ましい

ものとするために両国政府間あるいは官民間での制度面・技術面・経済

面等の調整を行なうもので，表のパプアニューギニア（マダン）森林造

成，ブラジル（アマゾン）林業開発およびインドネシア（スラウェシ）

林業開発の三つがこのケースである。なお，フィリピン（パンタバンガ

ン）の場合は前述のように，いわゆる3号の開発協力調迩に始まって，

このなかから1号の政府ベースの技術協力プロジェクトが生まれ，この

技術協力プロジェクトが先行したあとにつづいて将来は3号の民間ベー

スの造林を導入しようとするものである。

技術指導の3件については，後掲の融資を実施した開発事業（旧海外

貿易開発協会融資を含む）について，あるいはそれに関連して，企業か

らの要請で造林・伐採等の分野の甚礎的技術指導を行なったものであ

る。



研修員受け入れは2回行なっているが，これも融資した開発事業に従

事している現地人職員を企業から募って集団コースで実施したものであ

る。

融資は，事業地の公共的道路・学校・診療所・蝿気水道施設等のいわ

ゆるインフラストラクチャーの資金に対して融資承諾したものが49年

度（50年3月）に2件，約7億円，50年度（50年4月～51年3月）に

3件，約6億円となっており，また，造林等の試験的事業の資金に対す

る融資承諾が49年度に3件，約5億円，50年度に5件，約4億円とな

っており，総計約22億円となっている。この総計金額は，膿業のそれ

の約20憶円，鉱工業の約17億円と比鮫してかなりのウエイトを占める

ものである。

表の般後の区分の「専門家鍵成確保」においては，2年間の長期の海

外研究所等における研修，主として熱帯林業技術のブラシュアップを目

的として，49，50年度に国家公務員を各1名，50年度に民間人を1名，

計3名を派遣する一方，3カ月の中期ではあるが，国内での熱帯林業技

術の研修と英語研修を内容とする集団コースの研修を2回，15名に対

して行なっている。

前節において，事業団発足以来の各種業務の実縦を述べたわけである

が，発足当時の重要課題であった「政府ベースと民間ベースの開発協力

の連けい」および「資金脇.〃と技術協刀の連けい」という棚点から前述

の実績を検討して今後の課題を見い出すこととしたい。

まず第一に，前述の林業関係の実績では民間ベースの開発協力，いわ

ゆる3号業務が政府ベースの技術協力に比べて多い。いうまでもなく旧

OTCAは全て政府ベースの技術協力，いわゆる現在の1号業務のみを

行なっていたのが，新事業団になって政府主導型の民間開発協力が新規

業務として採り上げられ，この新規業務は林業分野においては実績にみ

るとおり順調に発展している。これに対し，林業分野の政府ベースの技

術協力は旧OTCA時代から必ずしも活発ではなかったこともあり，新

事業団になってからもこの種の業務はようやくその緒についたばかりで

ある。このことを専門家派避数でみると現在，事業団による政府ベース

の技術協力で海外に派遣されている専門家の総数は約600人で，うち農

業が約60人，畜産が約45人，水産が約65人に達しているが，林業では

現在0であって，51年度から初めて数人が予定されている。また,海外

からの政府ベースの研修員受け入れの状況をみると，50年度(2月まで）

の全産業分野の総計で139コース行なわれ，うち腱業が13コース,畜産

が3コース,水産が4コース,林業が2コースとなっているが,51年度か

らは林業は1コースに減る状況である。研修員数でみると総数約1,700

人で,うち農業216人,畜産26人,水産105人,林業11人となっている。

以上のように林業分野の開発協力は民間ベースにかたよった実態にあ

5

今後の課題



6

り，今後の課題として内容的にも地域的にも政府ベースの技術協力の拡

充を図る必要がある。このことは単純に政府・民間のバランスをとると

いう表面的な問題ではない。民間開発事業が技術的に適切に行なわれる

ためには，しばしば政府ベースの技術協力プロジェクトが民間開発調業

に併行して，基礎的技術面での協調が必要とされること，あるいは，民

間開発事業が相手国の公的要望を充足するとともに企業的にも発展する

ために政府ベースの調査・プランニングが必要とされること，さらには

わが国の林業界が民間企鴬活動のみでなくグラントな協力で相手国から

評{iiliされるべきこと等が捕感され，この意味での政府ベースの協力プロ

ジェクトを作っていくのが急務と考えられる。

次に｢資金協力と技術協力の連けい｣という観点から実紙を眺めると，

事業団の融資に係る民間開発事業への技術支援すなわち「技術指導」と

「塊地従事者研修」の面ではかなりの実績をあげており，件数・人員の

点で農業における同種の技術支援の実絞と匹敵するものであった。もち

ろん「資金協〃と技術協力の連けい」は，これらの融資対象事業に対す

る技術支援だけで満足すべものではない。この間での重要課題は，まず

新規業務としての「開発協力調査(3号調査)」を適切な開発協力事業の

実現へ結びつけていくことである。これまでも多くの開発途上国がロ本

企業による林業開発事業を導入し，これによって社会経済の発展を図ろ

うとしており，このための事業団の「開発協力調査」に大きな期待を寄

せている。

しかしながら，これら地域への開発事業の導入には林業技術上の問題

のほか相手国の制度的・社会経済的な問題点の解明を必要とする場合が

多く，これを解決して事業化していくのが「開発協力調査」の本来的な

使命である。したがって，資金と技術の関述においてば，開発事業への

融費と技術支援にとどまらず，積極的に期待される開発協力事業を資金

と技術のアレンジメントで創造していくことが肝要である。

ここで，林業開発協力事業のうちとくに造林蒋業の実施を考えると，

これの難点となるのはやはり造林事業の長期性，低利性，不確実性等で

ある。これらの難点は事業団の融盗条件において相当程度考慮されては

いるものの企業経営的尺度からみた場合は依然としてリスキーな事業で

あって，長期低利融資のみをもって問題解決とはならない。また，海外

造林（森林資源の造成）は，企業経営的側面で律しきれる場合は少な

く，かなりのケースが流域管理，相手国の産業資源の造成等の公的側面

も包含している。このような観点から，今後のとくに造林資金について

は，現行の試験的事業としての造林融資のほか，事業団の出費および労

賃等のローカルコストを含めた無償援助あるいは借款の供与等の必要性

が111}ばれており，造林についてのこれら新形式の資金協力と政府ベース

の技術協力が合体したプロジェクトを創ることこそ今後の最重要なしか

も緊急な課題と考えている。（了）
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I

真下育久

林野土壌分類・調査の経緯

わが凶で組織的な林野土壌調査が開始されたの

は昭和22年である。当時は第2次|lt界大戦の直

後で，まだ混乱の続いている時期であったが，疲

弊した倒土の復興をめざして，将来展開されるで

あろう大造林事業にそなえて，この調査は発足し

た。林業試験場は調査の技術的指導を担当し，ま

ず講習会を開いて，9営林局の調査員養成をはじ

めた。発足当初の2，3年は，いわば試行・準備期

間であり,土壌の調査法などの検討に賀やされた。

名地で採取し，林試に運ばれた火趾の土壌断IIIiW

本を，建て直されたばかりの研究室いつぱいに並

べ，大政博土を中心にして，黒鳴，松井先輩が分

類・同定を検討している姿を筆者はいまでも覚え

ている。なお，この標本のうちから代表的な断面

を選び，笠井氏（東京営林局）の描写により，後

日,林野土壌臘断面図集(1)が刊行された。この図

集は当liliとしては非常にユニークなもので，記載

や文章説明だけでは難解な土壌型の判定を容易に

し,土壌調査の浸透・普及に大きな効果をあげた。

大政氏は当時すでに土壌分類の試案をもってお

られた。同氏は大戦前に東北の主としてブナ林に

分布する土壌を調べ,形態的特徴によって13の避

唯型を設けた｡この分獺の適合性を検討するため，

試行・準備期間に各地でサンプル調査が行なわれ

た結果，赤色土，黒色土を追加して，広く日本の

森林土壊に適合する見通しが得られた。同時に土

壌の調査法,分布図の作成法も固まり，とう写刷り

ではあるが森林土壌調査方法書，土壌型の説明書

が作られた。なお大政氏の研究は,後日,林野土壌

調査協告書第1号（昭和26）として公刊され，以

来，この調査・研究分野のバックボーンとなって

いる。またさらに数年の慎重な検討を経て国有林

林野土壌調査方法番(II間和30)が印刷された。こ

れらにもとづいて各営林局の土壌調査は順調に進

展し，林野土壌調査報告2号（昭和27）に，瀬尻

経営区(東京営林局)，東蒲原・早出川経営区（前

橘営林局)，大栃経営区（高知営林局）の報告な

らびに縮尺2万分の1の多色刷土壌図が刊行され

たのを皮切りに，現在まで300余事業区，約650

"haの調査が完了し，それらの大半が印刷され

ている。

一方，民有林の土壌調査は，適地適木調査事業

として，昭和29年に開始された。この調査は，

当時の重要課題である拡大造林適地の判定を目標

に，縮尺5千分の’の土壌図を作り，局所地形，

地質，標高などから林地を細かく区分してそれぞ

れの造林適木を選定し,期待成長量を,おおまかで

はあるが予測するものである。当時，適木選定に

関してはテンタティブな基準を作成したが，成長

予測にはまだ十分なデーターが揃っていなかった

ので，筆者も林木の成長と土壌・環境条件の関係

について調査研究に専念した。その後データーの

諮砿にともなって，成長予測定技術は徐々に高め

られ，近年数鐘化理論の導入によって飛躍的に向

上した。

適地適木調査は昭和43年までの15年間に，拡

大造林予定地の大部分，目標の7割に当たる約

270万haを完了し,44:年からは全林地を対象と
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し，縮尺5万分の1の規棋に変わり，調査のスピ

一ドアップがはかられ，現在，調査済み面穣は

800万ha余に達している。

このほか国土庁の手掌する国土調査の土地分類

基本調査でも，表層地質図，地形分類図などとと

もに土壌図の作成が20余年間続いている。その

内容は縮尺5万分の1地形図図幅を単位とするも

のと都道府県を単位とする縮尺20万分の1とが

ある。前者は現在169図幅（国土面積の約2割）

が，後者は北海過の一部を除く全都府県の調査が

完了している。

土壌調査の進捗と併行して森林土域の研究もま

た進展した。土域分類についても当初の基準にい

くつかの追加，補正が加えられた。とくに近年高

冷地の森林伐採が急速に進んだため，跡地更新，

自然保護の問題が浮かびあがり，これに関連して

土壌を詳細に調査してみると，暗色の土壌など分

類上に問題が提起された。また沖縄の復帰，小笠

原の返還により亜熱帯林の土域を調べると，灰白

化赤・黄色土など新しい2,3の土壌が認められ，

従来の基準にはあてはめ難く，それらの分類上の

位置づけが急がれた。

これらに対処するため林試土じよう部は，改め

て土壌分類の体系擢備を企画し，林試本・支場の

土壌調査担当者30名余が昭和46年から4年間に

わたって検討を行ない，このほど「林野土壌の分

類｣(1975)(林試研報280号）を刊行した。

新分類体系の考え方，分類の手順

新分類は，従来の分類で用いた土域の名称，分

類の基準を変更するものではない。近年新しく認

知された土壌の位置づけを明確にするとともに，

旧分類にあてはめ難く，いままで暫定的に中間

型，亜型などとして扱っていたものもなるべく包

括するように分類体系を整備することに主眼をお

いた。このため過去20数年間の調査・研究の成

果を結集することに努めた。

新分類では，土壌群亜群，土壌型，亜型の4

分類カテゴリーを規定して，高次から低次へ段階

的に分類を進める方式を陳用した。

土壌群旧分類ではポドゾル，褐色森林土，黒

色土，赤色土,G型土壌，泥炭土の6群に大別さ

れていたが，新分類ではこれらを土壌群とし，暗

赤色土群を新設して7群とした。また沖縄の111地

の主要土壌である黄色土を赤色土に加えて，赤・

黄色土群を設けた。土壌群の定義はむずかしい

が，主たる土壌生成作用を同じくする土壌の集団

といえる。

亜群亜群は文字どおり土壌群の細分である。

22亜群を新設した。これが新分類の最大の特徴

といってよい。1つの土壊群のなかで，その土壌

群の典型的なグループ（典型亜群）とこのグルー

プからはずれて，他の土壊生成作ﾊ1が加わったグ

ループあるいは他の土壌群との中間的な性質を』勝

びるグループを区分して亜群とした。褐色森林上

群を例にとると，その練準的なグループを典型皿

群とする。これと湿性腐植型ポドゾル，赤色土，

黄色土との中間的な性質を帯びるグループをそれ

ぞれ暗’色系褐色森林土亜群，赤色系褐色森林土亜

群，黄色系褐色森林土亜群にわけた。また表脳に

弱度のグライ化作用の認められるものを表掴グラ

イ化褐色森林土亜群とした。褐色森林土の分布は

日本の山地の大半を占め，生産力も高く，林業上

簸も重要な土域であるが，変異のI11扇が広い。これ

を5亜群に細分することは実用上にも意義があ

る。暗色系はポドゾルとの境界域すなわち高冷地

に，赤色系および黄色系亜群は主として西南Iﾖ本

の丘陵地に分布し，いずれも酸性，辮悪で，造林

適地は少ない。また表屈グライ化亜群の土壌は堅

密で，地表に一時的な滞水がおこる。これも典型

亜群にくらべて生産力は低い。

土壌型土壌型は亜群の構成単位である。その

類別鮭準は従来と変わらず2法がある。1つはポ

ドゾル群に用いられ，ポドゾル化の強弱によっ

て,I型（ポドゾル),Ⅱ型（ポドゾル化土鯛，

Ⅲ型（弱ポドゾル化土壌）に分ける。表層グライ

化赤・黄色土の場合も同様に，表屈グライ化の強

弱により,I型，Ⅱ型に分ける。他の1つは褐色

森林土群に用いられ，主に水分環境の指標となる

土壊形態たとえばAo層の厚さ,土壌構造の種類，
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林野士壌の分類表（1975）

－

群土域群

－－－

亜 土 壌

PDI,PDH,PDm

Pw(1)I,Pw(i)n,Pw(i)m

Pw(11)I,Pw(h)n,Pw(h)m

型 亜型

乾性ポドゾル

湿性鉄型ポドゾル

湿性腐植型ポドゾル

PD

Pw(i)

Pw(1')

ポドゾル

褐色森林土

暗色系褐色森林土

赤色系褐色森林土

黄色系褐色森林土

表屑グライ化褐色森林士

BD(の

(ED(d)

7BD(d)

J'BD(d)

gBD(d)

BA,

fGD,

7BA,

JBA,

gBB,

BB,Bc,BD,BE,BF

dBE

#'B11,#.Bc,7BD

JIBB,…..……･,yBE

gBc,gBD,gBE

Ｂ
犯
嘔
姻
鎚

褐色森林土
’

土
一
土

色

黄
色
赤
黒

赤色土

黄色土

表層グライ化赤黄色土

Ｂ
Ｂ
ｊ

Ｒ
Ｙ
１

，
．
，
Ｙ

恥
郵
鋲

RD(d)

YD(d)

Rc,RD

Yc,.YD,YE

gRYn,gRYbl,gRYbnＹ

Ｒ
Ｙ
鯉

Ｉ

B/''

IB'|
eDR

dDR

"DR

黒色土

淡黒色土

塩埜系暗赤色土

非塩基系暗赤色土

火山系暗赤色土

BJB,BIc,．｡…

IB/B,IB/c,…・

eDRA,cDRB,

dDRA,dDRB,

"DRA,"DRB,

BID(d)

JBﾉD(d)

,BIF

･･,IB/F

‘･…･,gDRE

･…･･,"DRE

……，zﾉDRE

eDRD(d)

dDRD(d)

"DRD(d)

暗赤色士

’グラｲ

偽似グライ

グライポドゾル

Ｇ
藤
罷

Ｇ
誕
記"？‘’

泥炭

黒泥

泥炭ポ

未熟

受蝕

土
土
岼
一
土
土

睡
睡
印

Pt

Mc

Pp

Im

Er

泥炭土

t

未熟土

土色などにより,BA,BB,･･･…,BFに，乾性から

湿性までの土壌型にわける。なお従来i,BAを乾

性褐色森林土（傾斜地型),BBを同（緩斜地型）

と呼んでいたが，たんなる地形あるいは傾斜区分

による土壌区分と誤解するむきもあるので，主要

な形態的特徴である土壌構造名を用い,BAを乾

性褐色森林土（細粒状構造型),BBを同（粒状・

堅果状構造型）と呼主ことにした。赤色土,黄色

土，黒色土群，暗赤色土群も同様の方法で土壌型

を区分する。土壌型は地形の複雑なわが隆'の森林

土壌を区分するのに適し，2万分の1，5万分の

，など大縮尺の土壌図の作図単位に用いられ’ま

た林木の生育に対しても指標性が高い。

亜群BD,'BD,yBDなど適淵性土壌型は一般

に性状の変異の幅が広い。これらについては亜型

を設けて細分する。たとえばA屑に粒状構造の認

められるもの,B層上部に顕著ではないが堅果状

構造の発達するもの,F層などのAo層が厚く堆

積するものなど，標碓的な適淵性土壌型にくらべ

て乾性を指標する形態要素の多いものをBD(d),

7BD(d),j'BD(d)など偏乾亜型とする。これらは

標準土壊IW1より生産力は低い。

細分亜型より低次の分類については特にカテ

ゴリーを設定しないが，適宜，堆積様式，母材，

土性の相述，化学成分の多少により土壌型および

亜型を細分する。細分もまた土壊生産力の有効な

指標となりうる。

問題点

灰白化赤黄色土沖縄には赤・黄色土が広く分
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布する。そのうち,A層が砂質で，灰白色を呈す

る強酸性の土壊がある。この地方ではフェイチシ

ャ(灰土の意)と呼ばれ，生産力ははなはだ低い。

形態的にも化学性もポドゾルに似ており，はじめ

は赤黄色ポドゾルあるいは亜熱帯ポドゾルに属す

る土壌と考えたが，その後詳細な調査が進むと，

灰白化は表層グライ化作用が主たる原因であると

いう意見が提示された。事実，周辺には表層グヲ

イ化をうけたA2=g層をもつ土壌が発見された。

この土域は，現地でフェイチシャと呼ばれてはい

ないが，仮に顕性フェイチシャと名づけよう。現

地でジピリジル反応をみると両者とも還元鉄の存

在が認められるほか，多くの類似点があり，両者

は近縁の土壌といえる。ただしフェイチシャは表

土における粘土その他の移動（流亡）が顕著であ

り，この点を重視して両者を亜群のレベルで区分

する案が強く提唱された。将来，灰白化のメカニ

ズムについて研究が進み，表層グライ化と明らか

に異なることが判明すれば，両者を高次のレベル

で区分する必要が生ずるであろう。これらの土壊

は，まだ詳細に報告されていないが，マレーシア

など熱梢林にも広く分布する可能性があり，南方

林業の問題の1つとしても，その生成，性状の研

究が将来重要となるであろう。

暗赤色土群降水量の多い日本の気候下では，

森林土壌の置換性塩基は流亡しやすく，一般に飽

和度は低い。その例外として石灰岩，蛇紋岩，超

塩麟性岩に由来する飽和度の高い土壌があり，し

ばしば暗赤色を呈することから暗赤色土と名づけ

た。しかし，そのなかにはA層はもちろんB層ま

で塩雛の流亡が進み，飽和度のあまり商くないも

のも出現することが判明した。また玄武岩など塩

基性岩に由来するものには，同じような土色，形

態を示しながら飽和度の低いものが多い。これら

飽和度の低いものを非塩基性暗赤色土亜群とし

た。このほか，火山地には局所的に赤褐ないし暗

赤色の土壌がしばしば出現するが，これらは火山

活動に伴う熱水作用によって生成されたものが多

く，一般に塩基飽和度は低い。これについては火

山系亜群として暗赤色土群に統合した。このよう

に性質，生成条件の著しく異なるグループを1つ

の土壌群に統合することに疑義がもたれている。

とくに火山系亜群のとり扱いについては将来の研

究にゆだねたい。

おわりに

昭和30年に前回の土壊類別が印刷されてから

20年を経過し，その間の調査研究がみのって今

回の新分類体系が整備された。前回も準備期間を

含めて数年間の検討を経たが，今回も発議から印

刷までやはり5～6年の慎重な討論がくりかえさ

れた。今後も研究をつみ重ね，より充実した分類

への接近をはかりたい。｜司時に農地土壌との対

応，さらに広く諸外国の土壌，とくに現在調査を

進めている東南アジアなど熱帯圏の土壌との関連

を明らかにすることが今後の目標となろう。これ

らを包括する将来の分類体系の完成には，今回費

やされたよりさらに多くの歳月が必要であろうと

筆者は考えている。

（ましもよしひさ・林試土じよう部）

｢林野土壌の分類(1975)」(林試研報No.280)につきましては，

別刷分冊にておわけいたしますのでご利用下さい。

1冊頒価280円（送料実費）申込先日林協事業課まで
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技術問題再見 ていねい植え
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験をいまから始めることは不可能である。そこで

各地における実験に代わるものとして，全国各地

におられる隠れた篤林家を訪ねてあるき，山の現

地で植付けについての他流試合をやる以外に方法

はないと考え，普及協会にお願いし，九州から青

森までのかなりの県で，植栽の他流試合をおこな

った。行くさきざきの各県では造林S.P.さんが

案内して下さるといわれる。それらは一切お断り

し，現地担当のA.G.さんただ一人のご案内をお

願いし，脚半，地下足袋姿で山で試合をしたもの

だ。いま考えても当時のことを思うと，本当に感

激で一杯になる。

篤林家たちはひとしくご自分の経験だけを頼り

にした技術を持っておられるわけだが，その技術

に対し科学的に説明することは不得手である。そ

れに対し科学的に私が説明を加えていく。そうす

ると，膝をたたいて「ああそうだ，そうだ」と納

得してくださる。掘りおこした生の土の上に腰を

おろして時のたつのも忘れて，植栽技術を論じ合

う。本当に魂と魂のぶつつかり合いであった。当

時のことを思い出すと目頭が熱くなる。

このようにして，千葉の演習林で実験して得た

植栽技術は全国どこにおいても通用することを確

かめてから｢明日の造林｣の原稿書きが始まった。

時は昭和37年11月であった｡原稿の締切りは38

年2月中旬までである。したがってこの3カ月間

に原稿を書き終えるということは全く不可能に近

いものであった。しかし編集部の都合でそうせざ

るを得なかったので,11月から清澄山にある学生

実習のぱあいに使う寄宿舎に立てこもって原稿を

昭和35年12月15日発行の「造林技術の再検

討」ほど短期間に林学界，林業界等各層の人たち

に読まれた本は少ないだろう。また昭和38年3

月30日発行の「明日の造林」はさらに読者の数

を増した。

これほど世のおおくの人たちに親しまれた本

も，もとをただせばきわめて簡単な事を取り上げ

たに過ぎない。筆者は昭和29年4月に東大千葉

演習林によそから転任して来てはじめてスギ，ヒ

ノキに出会ったわけであるが，その年の秋に造林

地を見回ったとき,枯損が意外におおく，また植え

た年の成長が10cmに満たないものがほとんどで

あった。いったいこれでいいのだろうかと，造林

成績に疑問を持ったのが,ことのはじまりである。

これを境にして，植栽に関するあらゆる実験を

おこなった。実験をおこなえばおこなうほど，こ

れまでの造林技術に疑問がわき，そして新しい実

験，新しい実験へと進んでいった。この段階で書

いたものが「造林技術の再検討」であった。この

ころの実験はすべて東大千葉演習林においておこ

なわれたものである。

さて，この時点で全国林業改良普及協会から

「造林技術の再検討」に肉をつけ着物を着せた新

しい造林の本を書いてもらいたいとの話があっ

た。再検討程度のものであれば，千葉演習林でお

こなった実験結果をまとめたものでもいいかも知

れないが，日本全体に通じる造林の本ということ

になると，事はそう簡単にはいかない。さればと

いって日本全体に通じる造林技術，植栽技術の実
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書きはじめた。したがって年の暮れもお正月も何

もかも返上してただただ原稿謝:きに没頭して書き

まくったのであった。かくして昼夜を分かたず書

き続けて予定どおりでき上がったのが「明日の造

林」である。

ここで「明日の造林」の性格，特徴について一

言説明しておきたい。「明日の．．…」ということ

は常に前向きの姿勢を意味する。日本で造林が続

くかぎりつねに先頭に立って造林をすすめていく

という意味あいのものでもある。

ここでわが国における造林，植裁の重要性につ

いて一言ふれておきたい。統計によると，わが国

の森林面積は次のようになる。

森林面枝2,500万ha

人工林766万ha

天然林1,652万ha

このうち人工林はすなわち針葉樹林である。そう

すると，わが国の森林資源として大きな役割を果

たしている針葉樹林はほとんど全部植栽によって

でき上がった林であるということである。これほ

ど大きな役割を担っている人工林の植栽技術の研

究がこれまで皆無に近かったという誠に不思議な

事柄があったのである。それに対して筆者の植栽

技術の研究は，ほとんど初めての植栽の研究とい

っても過言ではあるまい。

そこでまず明治以来これまでに世に出た造林学

の本をひもとき，そこに出ている植付けの方法を

分類してみるとつぎのようになる。

A配列を主にして

1.正三角形植え2.正方形加え3.矩形植え

4.並木植え5.巣植え

B丁寧さを主にして

1．－鍬植え2.三鍬植え3．’一鍬植え4.三

・鍬一打植え

C場所を主にして

1.斜植え2.置植え3.丘植え

以上が従来の植付方法として造林学の本に出て

くるもののすべてで，この中に苗木の生理を考え

て植栽したといえるものはほとんどない。もし強

いていうならば,Cの場所を主にした植えかたぐ

らいのものであろう。

これに対し筆者の植栽方法は，形や位置にとら

われずどこまでも苗木の生理を主体にしておこな

われるべきものとの考えにもとづくものである。

つまり補植をなくし，植えた年からII王朧な成長を

させるためには，苗木の生理に重点をおいて植栽

する以外には方法はないということである。いず

れにしても，日本の林業において植付けの重要さ

が今日までほとんど考えられていなかったという

のは事実である。これに対し筆者は植付けの重要

さを十分認識してもらいたいと思うものである。

それでは筆者が提唱し出した植栽方法のごく要

点について述べるならば，

1．よいlll造りのための条件

よいタネよい苗木よい土地よい植付け

よい管理

2．林木育種の軍要性

3．苗木の生理と発根との関係

正常な生理（苗畑にあるとき）

↓

異常な生理（掘り上げられたとき）

↓

正常な生理（山に植えられ活着後）

4．根切りの必要性と発根との関係

5．活着より成長までの根の活動

6．植付方法，平地傾斜地における基本植栽

7．深樅えの利点

8．従来の植栽方法と新しい植栽方法とによる

功程の比'陵

以上が「Iﾘ1日の造林」の内容の一部である。そ

してこれらはこれまでの造林学の本では全く見ら

れない技術である。しかしそれだからといって，

この植栽方法は最良のものでもなく，また最稗の

ものでもない。植栽するばあいの藤本的技術であ

り，この埜本的な技術を身につけておいて，あと

は各人の山の立地条件に応じて，基本的技術を応

用する巻えが極めて大切なことであると述べてい

る。したがって筆者は，この植栽方法を基本植栽

ということで提唱しだしたのである。



ところがこの基本植栽を最先に取り入れたのが

国有林であり，国有林では基本植栽のことを耕職

植栽という名称で取り上げたのであった。

さらに民間にもひろく普及し，全国的には誰い

うということなく「ていねい植え」というしたし

みやすい言葉で広まったのであった。したがって

全国的に非常な勢いで広まり，篤林家で「ていね

い植え」を知らない人はほとんどおらないまでに

普及した。そしてこのような広がり方は昭和38

年から44,45年ころまで続いたc

ところが世の中は次第に好景気の波にもてあそ

ばれ，労務者は都会へ都会へと集中し，いわゆる

山村は過疎化現象を来たし，山村の労務が不足

し，手のかかる「ていねい植え」などはやってお

れないという感じが先行し，そのため「ていねい

植え」の魅力が失われていったのである。

さらに「ていねい植え」の衰微したもう一つの

原因は，筆者が提唱しだした基本植栽の基本を忘

れた，たんに形だけの小手先だけのていねいさに

なってしまったということである。この韮本を忘

れた形だけのていねい柚えになっていく可能性の

あることは，初めから予想されていたことであ

り，このことを極力回避しようとしたのであった

が，大衆の力で動いていく方向を変えようとする

ことは極めて困難なことであった。

基本植栽「ていねい植え」が世に出てからしば

らくして，九大の名誉教授である佐藤敬二氏は，

氏の著書「省力林業(その考え方と実践的応用)」

の中で，渡辺のていねい植えは，個々の作業の労

力を考えると，むしろ労力のおおくかかる所もあ

るが，綜合してみるとき，はるかに省力になって

いると紹介しておられる。また筆者の「明日の造

林」の中においても，従来の初期の造林事業の功

程と，ていねい植えの功程とを比較して，植付作

業だけを見ればていねい植えのほうが2倍から3

倍近くも人工がかかっているのに対し，初期の造

林事業のすむ時点すなわち下刈りの終わる時点で

比較すると2割の人工数の節減になることを示し

ている。

たんに人工数が節減になっているばかりでな
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く，山それ目体力蛍よい山にでき上がっいるのであ

るから，「ていねい植え」のほうがはるかによい

技術であることがわかると思う。すなわち山村の

労力が過疎になった時ほどていねい植えの偉力を

発揮すべき時であるのに，形だけのていねい植え

になっていったことについては，かえすがえすも

残念なことである。

「ていねい植え」のよい実例を2，3紹介すれば，

まずI旧和42年に発生した西日本の大干害におけ

る被害と植栽方法の相関関係を示したものを「気

象害から樹木を守る」（昭和46年3月発行林業

改良普及双書）によって見ていただきたい。良い

技術の好結果というものは，正常のばあいには発

揮されず，いったん事があったばあいにその偉力

が発祁されるものである。また宮崎県諸塚村で

は，造林は渡辺方式でなければだめであるといっ

ている。それは毎年襲われる台風に会ってもビク

ともしない林というものは，根が地表に近く旺盛

に張っていなければ，台風によって林がいためら

れるからであり，そのように地表近く根を張らせ

るためには渡辺方式の植栽がいちばんよいという

ことのためである。鳥取県の新興林業地日野林業

地帯は，たんに「ていねい植え」を採用している

だけでなく，いい山をつくる条件を全部取り入れ

ている新進の林業地である。愛媛県の瀬戸内に面

した雨量の少ない山でも，ていねい植えによって

植林に成功している篤林家などがおられる。

日本における植林の代表的な場所，特に1日の

植栽本数の多いことでも有名な奈良県吉野地方で

も，最近「ていねい植え」を取り入れている篤林

家が現われたということは，日本林業史の中で特

筆すべき事柄であろう。その他「ていねい植え」

の実例を挙げれば枚挙にいとまがないのでやめ，

つぎに「ていねい植え」についての将来性につい

て述べたい。

まず日本の林業について考えてみるに，過去の

歴史が示しているように，将来とも木材資源は人

工植栽による人工林にまたなければならないdこ

れは絶対的な宿命である。つぎに資源の内容につ
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いて検討すれば，量が大事か質が大事かというこ

とになるが，このことは一時点の林業の姿を考え

たばあいのことで，伐採するまでに30年40年,も

要する林業では，林木一代の間に，量を必要とす

る時代もあれば，質を必要とする時期がめぐって

来ないとは限らない。それほど木材利用上の社会

条件というものは,一般社会の好,不好に支配され

るばあいが多いだろう。したがって世の中の好，

不況その他の変化に対応して，いつの時代にも需

要にたちどころに応じられるような林産物の生産

体制ができていなければならない。すなわち日本

の林業は質のいいものを量産できる体制につねに

なっていなければならないのである。

さて，そこでいいものを量産できる体制とは何

かといえば，すでに述べてきたように，いい山つ

くりの条件にかなう山つくりをすることである。

つまりいい山つくりの条件の中に「いい植付け」

という条件があるが，このいい植付けの条件にか

なう植付けが「ていねい植え」なのである。つま

り「ていねい植え」によっていい山をつくり，社

会にどのような需要があろうとも，立ちどころに

それらの需要に応じられるようなI↓Iつくりをする

こと，これにつきると思う。

初期の造林事業が完了するまで（下刈りが抜け

るまで）に要する人工数ならびに経費

従来の植え方

表日木｜福井県
3015

1520

1．2

1．6

4．53．5

9696

4

59

ていねい

植え

地擁え
植付け
仮植
運搬
補楠
下刈り
根踏
雪起

15

30

人
工
数

58

’
一
要
ロ 103 145.5200.3

－－－－

綴|篇米代‘｜賃金10
'3,450×5023,000×50 2，875×50

,0z:P6::01,45冤鶏職"扇郷::
=515,000=727,50q=1,001,500

費計665,000900,000 1,145,250

注1：下刈りが抜けるまでの年数ていねい植え4年
従来の植え方7年福井県のばあい10年

注2：苗木代，賃金は昭和51年初期のもの

もう少し人工数力ざかかったとしても，とにかく従

来の山よりはるかにいい山ができ上がるだけでも

有利としなければならない。まして人工数，経費

とも少なくてすむことであるから，最近のように

経済界の変動の激しい時ほどていねい植えの有利

なことがわかると思う。

（わたなくすけなか・東大名誉教授）

最後に今日のような社会情勢のもとにおいてこ

そ，「ていねい植え」をやらなければならぬこと

を，実例を示しながら述べたい。

筆者は昨年4月から雪国禰井市に住んでいる。

そこで雪国福井県での植栽功程を調べてみたとこ

ろ，「ていねい植え」にくらべあまりの差のある

ことに一驚すると同時に，経済界の変動のはげ

しい今日ほど「ていねい植え」が普及され，山村

の興隆に役立てなければならないと深く感じた次

第である。それと同時に林業そのものを近代化

し，文化の香のある産業にするためには，山の作

業に往復するためには，つねに自家用車で通勤す

る施設が完備する必要がある（林野庁：昭和48年

12月，造林推進対策調査報告沓参照)。

以上のように植栽の人工数の多少は，すぐ経費

の多少に現われてくる。かりにていねい植えで，

熊本営林局での事例

｢ていねい植え」を

とり入れた

成長限界試験林

はじめに

熊本営林局では昭和41年度より50年度にわた

って成長限界試験林を沖縄を除く45営林署に設

定してきた。10年におよぶ試験林の面積は約

1,200haに達している。当初は人工造林地コンク

ールと称してスタートしたが，翌年，成長限界試

験林と改め，植栽樹種もスギとヒノキの2種に決

め各年度交互に実施されてきた。
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ク
モ
ト
オ
シ
（
相
年
生
）
熊
木
署
管
内ヒノキ（51年3月植栽）熊本署管内

る(30cm以上)。傾斜地では山側を切りたてて深

く掘ること。

2)植穴の底に中高に腐植質の土壊を盛り，その

上に苗木の根を四方に拡げて置き，寄せておいた

表層の土壌を植穴の深さ8分程度入れ，苗木を引

き上げるようにしながら，根元を踏みしめ，さら

に下層の土壌を加えて踏みしめること。

3)苗木の根元が周囲よりやや高めになるように

土を寄せ，さらに落葉等の地被物で根元を被覆し

ておくこと。

ところで，ていねい植えとは渡辺氏が常々，

「たんに植える時だけの技術でなく，育苗から地

ごしらえなど植付けに必要な要素がすべて好条件

におかれた時の植付けであり，または，好条件を

つくって植付ける植栽方法」であると言われてい

る。一方，成長限界試験林では，技術の集約をは

かり「成長の限界」をみきわめようとするもので

あり，そこに「ていねい植え」の考え方との一致

点を見いだすことができる。

このたび，熊本営林局のご協力をいただき，成

長限界試験林の成長の様子を見聞する磯会を得た

ので，次にご紹介する次第です。なお，この試験

林の調査については，毎年，局のほうで詳細な報

告書が出されており，51年度末にはこれらを総合

したものが刊行されるという。

10年目を迎えた成長限界試験林

実施にあたって管内営林署はスギ造林予定地の

設定の目的は当時の通達からみると「優良林分

の造成とその成果の'句上に資するため，管内の代

表樹種（スギ･ヒノキ）について，最高の技術を

投入し,10カ年後にその生育の状態を比べて，短

伐期人工造林地造成の実現により，造林技術の推

進と．改善に寄与する」とされている。さらに「可

能な限り集約な施薬を行なってモデル造林地を育

成して，生育の限界を究めると同時に造林施業に

対する規範の作成試料を生み出す」ことが掲げら

れている。

ところで，この「最高の技術の導入」による試

験林では，渡辺資仲氏が提唱された「ていねい植

え」の考え方が取り入れられ，植付けに関してこ

れまでの「普通植栽」に加えて「耕綴植栽」が奨

励実施されてきた。ていねい植えについては，本

誌上に渡辺氏も紹介されているので，詳細は譲る

が’苗木の根の健全な生理活動を考慮した基本的

植栽法で，根の活着が頻るよく初期成長も旺盛で

あるとされている。そしてそれが優良林分の造成

につながり，経済的にも撫育段階での下刈期間の

短縮も可能であるとされる。

ていねい植えは，植穴を掘る前にまわりを耕綾

するこから｢耕綜植栽｣ともよばれているが，当試

験林における作業仕様は次のようになっている。

’)植付地点を中心として80cm四方に落葉等の

地被物を取り除き，表層の土壌をはぎとり片わき

に寄せ，そのあとをよく耕妖し，中心に植穴を掘
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中で最適地3ha(1団地）を選定し,(41年度は

一斉にスギを植栽）苗木については，その地に適

した優良品種をあて，地栫・施肥等については特

に制限をもうけず各署のとる方法にまかせてい

る。なお，苗木は，ヤクスギを除いてほとんどが

サシキ苗，苗齢1年生を使用，ヒノキではホンピ

2年生苗が使われている。

41年度（スギ)，42年度（ヒノキ）設定分につ

いて50年3月時点での成育状態が図｡1,2にまと

めてある。スギに関しては植i,l翌年から旺盛な成

長を示し，各署の般小平均値が，中九州における

地位上に相当しており，その成長の差は歴然とし

ている。一方ヒノキについては局平均値は中九州

の地位上を少し上回わる程度で，顕著な差はみら

れない。スギ品種別樹筒の推移は図・3に示され

ている。品種により初期成長の差は大きくひらい

ている。報告醤では初期成長量の推移について次

のように分析してある。

図･4にある樹種別局平均成長量からは，「設定

年度が異なることにより同樹種の成長量はあまり

変わらないようであり，施業方法がおおむね一定

していることによると推察されるが，箸ごとの平
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均値をとるとか芯りの幅があり一様ではない。こ

のため，1年目と2年目の成長量との関係を熊本

署43年度設定林クモトオシスギについて調査し

た結果，1年目と2年目では正の相関（相関係数

0.49）があり，1年目が成長量が大きければ2年

目の成長獄も大きいことがほぼいえる」とされて

いる。また「植付時苗長階別の1年目平均成長量

はスギ（クモトオシ）で50～60cm苗長階が最も

成長力式よく(42.8cm),40～50cmでは36.7cIn,

60～70cmでは37.4cm,80cm以上は16.8cm

の成長量となっている」

次に施肥との関係をみてみる。局管内に比較的

多く植栽されているスギ8品種のうち，1年目の

成長が良好なものの施肥実態と経過年ごとの平均

成育状況が図・5に表わされている。以下その分

析結果の中から一部引用させてもらう。

「堆肥または鶏糞と化成肥料を組み合わせて施

肥したものの効果が認められ，成育要因になって

いる。ほとんど基肥段階で施用されているが，玖

珠・佐伯・出水署のように追肥段階で使用しても

変わらない効果をあげているものもある。追肥で

はほとんどが化成肥料を使用しており，連続施肥

または隔年施肥その他まちまちであるが，玖珠・

人吉・佐伯署の連続施肥の効果が認められる。反

面，水俣の1回施肥でも良好のものもあるが，中

津・妖肥署については追肥量の違いとも思えると

ころがある。

肥効の持続期間については，この結果ではわか

らないが，玖珠署の6年目が伸びなやみがあり，

4年目，7年目に施肥してまた伸びており，この

場合の追肥効果は2年間くらいと思われる。

施肥量については基肥段階で化成肥料はN量を

基準にして10～159と一定しているが，堆肥・

鶏糞は署により使用量の差が大きい。追肥段階で

は化成肥料が主になっている。10～629と幅があ

る。しかしながら，多く施肥したものの効果が必

ずしも現われていないものがあり，施肥方法に問

題があったのではないかと思われる」
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力に応じた比較検討が困難である（地位指数調査

を今後行なう必要性がある）などが問題点として

挙げておられる。

おわりに

国有林，民有林を問わず,いわゆる「普通植え」

が広く普及しているのが現状である。これは基本

的に渡辺氏がいわれている「lllli木の生蝿の面」に

照準を合わした値戦法というより，これまで慣行

的に行なわれてきた植栽技術一苗木の生理をも

ある程度カバーし，植付時の作業工程とのかね合

いなどから経験的に受け継がれてきた方法であ

り，枯猫および初期成長の問題も包含した最大公

約数的な植栽法といえないだろうか。

一方「ていねい柚え」は頓付IIｷにおける苗木の

根の旺磯な生理活動を基本においたもので，普通

植えが抱えている枯損と上長成長の問題を補おう

とするものといえる。しかし，作業工程からみる

と地被物を取り除き植穴を掘る前にそのまわりの

耕転を要することから，その作業工程はかなり落

ちるという点で実行に際しては，それが大面積に

なればなるほど敬遠されやすくなるといえる。ま

た，良質林の生産を考える場合，植付時の重要さ

は理解されても、そこに土壌条件・気象害・病虫

獣害などの影響が火きく作用することから，むし

ろ除伐・技打ち・間伐といった施業のほうに目が

いくのも事実であろう。

苗木の活着の面からみてみると，熊本局の事例

もあるとおり，そう差がみられず，その効果はむ

しろ立地条件が悪い地域・箇所などで発揮される

のではないだろうか。

しかしながら波辺氏が「ていねい植え」を指導

してこられてから，およそ15年を経，械付11ｷの

重要性を喚起されてこられた業績は大きく，とり

わけ集約的・短伐期化をめざす林業においては1

つの指針となってきたといえよう。ここでさらに

望まれるのは，土壌・施肥・気象・品種等との技

術的関連性の追求であって,この上にたってこそ、

経営面との接近もこれまで以上にはかられてくる

ものと思われる。

（編災室）

中央の溝をさかいにして成育に大きな差がみられる
グモトオシ（8年生）

植付後の活着率については，当試験林の資料に

よると41年91.4％，42年87.6％，43年95.0％

とあり管内平均（平年で95％を超える。42年は

87％）と比べて大きなひらきはないようである。

このように旺綴な成育をみせる試験林は普通造

林と比べて，多大な労力と経費を投入している

が（この試験林の性格から厳密な意味での経済性

の追求ははかられていない)，耕転・施肥等によ

る成長鼠の増大がはかられたにもかかわらず，下

刈回数の減少と結びつかなかった場合も多く（41

年度設定林の下刈匝l数は3～6同）経済性からみ

て施業にかかり増しの傾向がみられたとのことで

ある。48年度植栽,ha当たり投入経費の平均内

訳は次のとおり。

栫
似
、
Ｊ

’
一
地
“
⑱

可

、
ｊ
４
ｊ

計
恥
岬
岬

’ ’施肥
42，376
（19）

植付
－

7糊，

苗木

60,047
（27）

注）48年度はヒノキ(ha当たり3,000*),一部ス
ギ植え

以上，試験林の紹介をしてきたが，その目的は

品種の良し悪しの判定にあるのではなく，《‘どの

くらい成長するか”であって，そこに投じられた

様々な技術との関述性を明らかにしていくことで

あるといえよう。

しかしながら，当初の設定主旨がコンクール林

として，実施されたため，①経済性が厳密に追求

されていない，②施肥の種類・方法・量など各署

で違い，十分な施肥効果とは言い難い，③設定林

分の地位が数値的にとらえられていず，土地生産
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第87回日本林学会大会報告

第87回日本林学会大会は，去る4月7，8日，東京大学農学部にて開催された。

林学賞受賞者の講演に引き続き，9部門に分かれて，会員による研究成果が発表され

たが，その間，会員の交流も随所にみられ，二日間にわたる大会は幕を閉じた。

各部門の研究発表については以下の各氏に報告をまとめていただいたのでご紹介します。

、……″､…″､"へ……"､"ｸ"酔歩､"、〃…一一、…､…"

－林政部門

林試経営部黒川泰亨一

林政部門の報告は全部で20題，報告者は大学農学部

16塩，国立休拭2名，報告内容はきわめて多岐にわた

るが，以下のように大きく区分することができる。

(1)農民層分解，入会林野問題，育林問題，林道問題に

関するもの：5題

(2)森林政策，森林資源の経済分析に関するもの：2題

(3)林産物の需要分析に関するもの：1題

(4)外国林業に関するもの：3題

(5)過疎問題に関するもの：1題

(6)特殊林産，優良材の生産流遡市場問題に関するも

の：4題

(7)地域計画，地域区分に関するもの：2鼬

(8)その他：2題

さて，(1)に関する報告は，①山村における農民層の分

解を1960年,70年両国勢調査の産業別就業上の地位別

就業者構成を用いて実証的に分析した報告があった。さ

らに同じレポーターによって②この農民屑の分解と階級

職成の変化の特徴を地域別に明らかにした結果が報告さ

れた。③大分県九住地方は原野利用が現在まで続いてき

た地域であるが，山村経済の変貌にともない入会林野は

畜産的利用から林業的利用へと変化した。かかる入会林

野利用の変化が個別農家を媒介として山村経済に与えた

影蒋に関して実態調査にもとづいて報告された。また，

④佐賀県東松油郡の村有林を錐軸とした育林の展開過程

での農民の自己所有地への造林の意義とそれのもつ問題

点について報告された。⑤大規模林道開発が地元市町村

に対してもつ腫蕊と役割を林道の通過地域ごとに実態調

査にもとづいて明らかにした報告があった。

(2)に関する柵告は，①林業政策システムの般適化シミ

ュレーションの方法をポリシーアセスメント（政策効果

の事前評価）の見地から明らかにした報告と②森林を経

済財と環境財の2財の生嘩をあわせもつ資源としてとら

え，比絞静学の方法で財の供給側の生産技術条件および

需要側の選好条件の変化によって2財の最適組合せに与

える変化を明らかにした報告があった。

(3)に関しては，諸外国における木材需要の変化を主に

国民所得との関係で計量的に分析した結果が示された。

(4)に関しては，①シベリア地域の経済構造を主成分分

析法を用いて分類したもの，②アメリカ合衆国における

林業の展開過程を国有林，州有林の成立など林業史上の

重要な動きと関連させ，アメリカ資本主義発展との関係

において明らかにした報告，③アメリカ森林関係立法に

ともなう森林施業規制の動向，輸出規制措置などがわが

国木材市場に及ぼす影響についての報告があった。

(5)に関する報告は，過疎地域の諸属性を主成分分析に

よって総合指標化し，この指標を用いて過疎激化地域と

過疎回復地域のもつ織造的特徴を明らかにし，椛造特性

からみた最適土地利用を提案した。

(6)に関する報告は，①長崎県対馬地方におけるシイタ

ケの主産地形成の特銚歴史と現状，問題点などに検討

が加えられた。②京都北山丸太の生産，流通，市場に関

する一連の問題が3人のレポーターによって分担報告さ

れ，これについて多くの質疑が行なわれた。

(7)に関する報告は，①地域計画に際して地域住民のも

つ社会的選好を因子分析法を用いてその優先順位を明ら

かにしたものと，②主成分分析法を用いて地域の諸属性

を少数の総合特性値に要約し，これにもとづいて地域区

分する方法についての報告があった。

最後に(8)は，緑に関する都市住民の意向調査を大阪府

磯中市において実施した結果が報告され，また，②立木

価格論に対して原理論的考察を加えた報告があった。
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－経営部門

林試経営部西川匡英一

経営部門では，経営・施業計画6，施業3，航空写真

3，林分シミュレーション，生長モデル10,生長解斫

4，利用材職2，その他3の論文が報告された。

昨年に比べ，施薬および施業計画と林分シミュレーシ

ョン・生長モデルに関する論文が多い点が特徴である。

前者の分野では，大面積皆伐作業に対する反省を求める

論文が多く，藤原は，作業級が廃止され，施薬団がとり

入れられるに至った経過とそれに関する論争を雅理し，

収越の保続を考腫する作業級の復活を提案したが，同時

に作業法，輪伐期を再編する必要性が論じられた。大金

らは，作業法から施業法への展開についてふれ，前者は

収盤査定と，後者は収樅統制と結合することを示した。

谷口らは，ブナ天然林に小面職皆伐を行ない，スギ・ト

ドマツを棚林した結果について報告した。また，小坂ら

は，スギの非皆伐施業（下木植栽による二段林施業）の

雄産儲は，一斉造林地に比し，林齢とともに差はなくな

ることを示したが，今後の伐出のあり方を問う質疑があ

った。今田は，中傾斜地での傾斜階段造林法を応用した

ミズナラの天然下種更新工程について述べた。南雲ら

は，桂竹とマダケの竹林施業をその収支計算を通して対

比しつつ，桂竹林施業のあり方を考察した。

箕輪らは，広義の法正状態がどの程度の確かさで実現

するかを把握するため，林齢ベクトルの分散の理論的考

察を試みたが，現在使われている減反率の理論を深める

ものとして注目された。

一方，林分シミュレーション・生長モデルとしては，

種々の接近方法が報告された。西沢，柿原，木梨らは，

クラッターのモデルにならい，ワイプルの直径分布の推

移をもとにした林分生長モデルを組み立てろ試みを示し

たのに対し，単木を中心としたモデルとして，小林は，

無間伐,IM伐の林分の樹高対直径の相対生長モデルを試

み，猪瀬は，単水間の樹冠の競合から単木の材職生長を

推定するモデルを示し，森田は，間伐率の変化に応じた

主副材職，直径などの林分の変化について論述した。ま

た，生長モデルとしてはいちばんむずかしいといわれる

天然林のモデルとして，鈴木らは，行列の無限級数によ

る天然林の直径分布のモデルの試みを示し，質疑も多か

ったが，より天然林に則した今後の研究が期待される。

高田は’3厩の方法により，針葉樹と広葉樹のお互いの

位置付けはランダムではなくて，針葉樹のそばには針葉

樹’広葉樹のそばには広葉樹が多いことを証U]したが，

これは’天然林のモデル作成の基礎になろう。

また，生長解析の分野では，大隅は，ミッチャリッ

ヒ,ロジスティック，ゴンパーツ式等を包含するリチャ

ードの生長函激について考察し，スティーブンスの方法

による個樹および林木へのあてはめを試みた。吉田は，

天然生|、ドマツの年輪生長に，自己回帰型と移動平均型

の混合モデルの次数を想定し，そのパラメーターの推定

とモデルの決定を行なった。

木幡は，スギ，ミズナラ混交林において，ミズナラが

スギを圧する生長過程の分析を行ない，，|､広混交林施薬

の指針とした。北村らは，豪雪地帯の6m以上のスギ幼

齢木が融雪に関係していることを明らかにした。

航空写典の分野では，アーツのデータを森林調査に利

用する新しい試みを大貫らは示した。今後，時期変化の

データ，影の部分の処理など研究することにより，いっ

そう，林況柵礎等の把梶に有効であ烏ことが論じられ

た。板垣らは，マルチスペクトル写典を虫害木調査に利

用する試みを示し，菱沼らは，メッシュ法によるマルチ

スペクトル1m像の濃度特性により，林分型，生育状況を

自動的に判別する報告を行なった。

利用材職の分野では，西川は，主成分分析により分類

した幹形と地位，周囲密度等の環境諸因子との関係を論

じ，西沢らはラインサンプリングにテレレラスコープを

併用して，直接利用材職を出す新しい測定法を試み，収

謹調査と比しても，良好であることを示したが，テレレ

ラスコープの糖度などが論議された。また，その他の分

野では,西沢らは’公益的職能と林分柵造との関係解析

を行なう試みを示し，内藤は’森林の生長量その他の雌

定によく使われている数雌化I類の資料の大きさ，アイ

テム・カテゴリーのとり方螺が，蒲度にどのように影聯

するかをモデルシミュレーションにより行ない，盗料数

が少ないと不安定であることを証したが，レンジを火き

くするなどさらに条件を変えた場合の研究への要望もあ

った。魚住は，鳥取県智頭地方の私有林の階厩性を伐

区，蓄職技術等の面から論じ，常岡らは，把握がむず

かしい緑化用樹木の生産雌を経営規模別に層化してサン

プリングを行ない良好な結果を得ている｡総じて，各分

野での理論，手法ともより発展している一方，各分野間

の断絶,とくに，施業と生長モデル等の分野との断絶が

感じられ，今後の研究方向の再考が望まれる。



－立地部門

林試土じよう部脇孝介一

天塩地区の丘陵には，強度の堅果状轍造が発達してい

るのに表層には生成過程で還元が大きな役割を果たして

いると推定される土壌が分布しており，その土壌の性質

は酸度では褐色森林土とほとんど差がないが，土色から

想像できないほどに顕著な沸脱・典積があり，ポドゾル

の1種であることがわかった。

東海地方の褐色森林土と赤色土は粘土鉱物に遥はない

が，鉄の結晶化指数に迷いがあることが認められた。

密剛吸収法により土域中の各臓における炭酸ガスを測

定する装腫が提案されたが，他の方法による比較検討を

必要とする。

東北地方では垂直成帯的にアカマツ林とブナ林とが分

布しており，その森林下にはそれぞれ気候環境に対応し

てムル型とモル型腐植が発迷していることを，調査およ

び分析結果から蕊付けられた。

林地におけるリター分解の経過を知るためにアカマツ

林の林床に一定の大きさに切ったアカマツの材を放世し

た。放箇後2年目で重趾は開始時の遁瞳の42～86％，

3年目には34～78％に減少しており，個体差は大きい

が細い材ほど分解が早いことを確認した。この関係臆重

量残存率Rz"と時間βとで表わすと，材の直径Dと1

次の関係のある分解率ルを使ってR"=e-"の関係式で

示される。

落葉の分解にあずかるオピヤスデは落ちた直後の落葉

よりも，落菜後林床で約6カノj間放瞳されたもののほう

を好んで摂取し，ヤスデ類のなかでも摂取鼠の多い種類

である。摂取量の多いものほど排泄髄も多かった。

根状菌糸束をもった小型軟質菌のなかでもヒノキ林の

林床で，落下した球果を避択的に避質とするものについ

て，埜質分布に対する戦質薗の分布依存性をしらべた。

地力解明の一方法としてスーダングラスを使った短期

間の栽培試験でも林地の肥癖判定が可能なことはすでに

明らかにされているが，使用したスーダングラスのNP

Kに対する特性を明らかにするために砂耕試験を行なっ

た。その結果培地のNの効果は大きいが,Pはあまり影

響がなかった。また地力には母:材の影瀞も大きいので，

鉢試験に使用する土壌についてはあらかじめ採取したと

ころの状況や1次鉱物，理化学的性質についても十分検
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討しておく必要がある。

施肥試験の中で屋内の栽培‘試験はN]5を使ったものだ

けであった。

NI5を吸収させたトドマツは移植をすると，根・幹・

枝にあったN部分が葉に向かって移動することがあきら

かに認められ,Nは樹体内で生長の活発な部分へ移行す

ることがわかった。またN15を吸収させたアカマツ苗で

は8～9月に施肥するよりは生長期初期にあたる5～6月

に施肥したほうが吸収率が高い。生長休止期にNを与え

ると翌年度の肥料Nに由来するN瞳の薔職を間める。し

かしN濃度に対する施肥の効果は1年経過すると消失す

ることが1ﾘ]らかに葱った°

屋外の試験としては,Mg欠乏ではぱいかと思われる

8年生のスギにMgを施用したが，欠乏症状の回復は

葉色から判断できなかった。しかし生長に対してはMg

200～400kg/haを施用すると効果があった。

この報告で経年的な針葉の漣分機度の変化について言

及しているが，年によって試料採取時期に遮いがあるの

で葉分析の原則を十分考臘したうえで論議をする必要を

感じた。

廃材利用の巾で，ノコ屑利用は大きい問題であるが，

カラマツ・エゾマツのノコ屑をキノコ栽塘の培地として

利用するため，屋外にひと夏堆積したものや，加然処理

したものについてはナメコ栽培はあまりよい結果は期待

できず，シナノキのノコ屑を混合すると幾分効果があ

り，培地として利用できそうである。また食用茸を栽培

した後のノコ屑の廃培地を堆肥として利用するには,P,

Kについてはあまり問題がないにしても,Nはさらに添

加する必要がある。またキノコ栽培をしているため木質

分は分解が進んでおりノコ屑を直接使用するときよりも

堆肥としての効果は期待できる。

森林生態系内における重金属のうちCdは,Cdに汚

染されているところほど地上部に吸収される舷は多い

が，葉および樹皮に多く，瀧木により多く吸収される。

またキノコは他の植物にくらべ淡度が,聞く，生物臘縮の

効果の高いことがわかった。

以上立地部門の発表分野は非徽に広範肌にわたってい

るわりに，それぞれの発表数の少ないのが今年の特徴と

いえる。なお発表者全体を通じていえることは，図表の

使い方が悪く説明の内容の非常にわかりにくいものが多

かった。今後はスライド作製の技術，説明州の図表の作

成に十分留意する必要がある。
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－造林部門(生理）

林試造林部小谷圭司一

があったが，その内容は，生理部門では17編の講演があったが，その内容は，

遺伝，形態形成’休眠’生長習性，水分，生理，環境等

々の多岐な分野への生理的アプローチを主体とするもの

で，花粉のような細胞レベルから，組織，器官，個体の

レベルにおよぶ内容であった。

船越は，トドマツの生長習性を休眠期を中心に，日長

と春化処理の組合せによって，より本質的に明らかにし

ようとする試みを報告した。新里らは，アカマツ．クロ

マツが沖繩で植栽された場合，著しく生育が劣ることに

注目し，これを日長の異なりから説明する実験を報告し

たが’マツ類の生長習性にかかわる重要な問題であり，

春化の問題をも含めさらに詳しい検討結果が期待され

る。武旧らは，鈴鹿山系南端のブナの生活環の記戦およ

び休眠，耐凍性について報告した。小谷は，アカマツの

頂芽を6-ペンジルアデニン処理することで，本来翌年

に開芽すべき芽の分化と展開を加速し，土用芽を誘導，

アカマツの生活環が化学物質により制御できることを示

した。また野村は，カラマツの生活環のうち，休眠期に

おける体内成分の変動から休眠現象の制御系を明らかに

する試みを報告し，カテキンの増加とその意味について

議論を加えた。カテキンの蓄積が休眠と直接関連するか

否かは，さらに検討を要するが，休眠期のペンI､一ス回

路賦活の現象との関連で興味深い。またヨーロッパアカ

マツの花粉発芽の抑制が雌花中の抑制物質によるのでは

ないかという立場から，その同定段階に入った工藤の報

告が注目された。石川は培養されたスギ．ヒノキの胚iWII

上に’6－ペンジルアデニンによる不定芽の誘導，および

モルファクチンによる奇形化を報告したが，幼植物の増

殖手段としてのみならず，生活環における器官形成にか

かわる示唆を含んだ報告であった。

水分生理研究はプレッシャーチェンバー(P.C.)法

がとりいれられて以来，盛んになってきたが，本年も，

4報告がP.C.法によるものであった。

佐藤は，スギのP.C.による木部圧の日．季節変化を

測定し，光合成低下開始のそれを－8barとして，野外

での水ストレスと林木の生長を結びつける試みを報告

し，また商椛は，樹種ごとのP.Cによる木部圧と体内

含水率との関係をもとめ，乾燥抵抗性の指標化の試みを

報告したが，葉部溶液の浸透圧とP.C・による木部圧の

関係に関する興味あるデータも紹介された。洪らは，さ

しきの発根難易をさし穂の水分状態から説明する実験結

果を発表し，葉のP.C.による木部圧，蒸散鎧，水通導

抵抗と，発根の有無についての詳しい検討結果を報告し

た。

他の環境生理学的課題としては，片岡らがブナ雅樹の

生育条件を，上木層除去・下刈り，放世などの処理によ

って変化させ,N,K,P,Mg,Ca,デンプン，クロ

ロフィル，カロチノイドなどを苗齢ごとに測定し，ある

いはひ陰試験によりその違いを調査した例を報告した。

Ca,アミノ酸組成，デンプン量などに処理間．苗齢間

に特徴あるうごきがみられ，ブナの生育環境と，体内成

分および生長のかかわり合いをおさえるうえでのメヤス

が得られた。

その他，石川のブナさしきのポリエチレントンネルざ

しの成功例の報告や，中村によるスギ，ヒノキ造林地に

おける寒害の1例およびその水分生理的検討の報告があ

った。

－造林部門（生態･保育）

一林試造林部 河原輝彦一

造林部門関係の発表数は19題であり，昨年にくらべ

て発表数はかなり少なかった。しかし，その発表内容は

植生，天然更新，豪雪地での造林木の問題，物質生産，

下刈り，枝打ぢと広い分野にわたっていた。

植生関係では，苅住らが電子計算職を用いて群落組成

表，群落総合組成表，生活型，分布などを解析し，いま

までこれらの解析に要した多大の労力やその糖度問題な

どを解決した。また，この方法をモミ林の植生に応用

し，その結果についても報告された。浅沼らは立地別に

伐採年数のちがう跡地の植生を追跡調査し，植生遷移系

列の解析を，また，広葉樹二次林およびスギ・ヒノキ壮

齢林について伐採前の植生が伐採，地ごしらえなどによ

ってどのように変化するか調査した結果を報告した。

天然更新問題についての発表は，赤井らがヒノキ林の

択伐前の林内環境（とくに光）および林分の構造と更新

の実態について，また，加茂らもヒノキ人工林内の稚樹

の発生・死亡経過について3年間のデータをまとめて発

表した。

天然更新と植生との関係について，前田らは富士ll.Iで



成立直後のカラマツ林から次代のシラベ林へ移行しつつ

あるカラマツ林までいくつかの段階のカラマツ林を調査

林分に選び，各林分のカラマツとシラベの更細k態につ

いて，続いて大雪営林署管内の大風倒跡地の植生と更新

状態についての報告があった。

豪雪地帯での造林に関する研究発表は4題であった。

まず豪雪中傾斜地におけるサシキスギ幼齢木の幹の諸形

質について，大谷らは雪害と直接関連する形質として根

株長と傾幹幅をみいだした。また，塚原らは6～74年生

実生スギ造林の根元曲がりの大きさを地上部の傾幹幅と

地下部の根株長に分けて調べ，その結果として，根元曲

がり全体の大きさに関する斜面傾斜の緩急別差異は豪雪

地よりも多雪地のほうが大きく，また，磯多雪別差異は

急斜地よりも緩斜地のほうが大きかったことを報告し

た。ただ根元曲がりは立木密度によって変わるであろう

からこの問題についても検討しておく必要があろう。須

藤らはスギ林の雪害回避のための林木の取扱い方を決め

るためにまず雪害木と健全木の形態的特徴を|ﾘ｣らかにし

ようとした。ひとつの結果として傾斜地林分の雪害の大

部分が根元割れと根元折れであって雪の卿行搭であった

のに対して，平坦地林分の被害木の大部分は幹折れであ

って雪の沈降害と冠雪害であったことが報告された。森

木らは飛騨地方に発生したヒノキ幼齢水の雪害杣損原因

を解lﾘ]するために被害程度を葉の変色程度で区分し，こ

の被害度合と樹勢衰退との間にはかなり密搬な関連性が

あったことを認め，さらに脳子顕微鏡写真を用い健全木

と被害水の木材組織を調べ比較した。

物質生産に関する発表は，荒木が相対照度の測定方法

についてサランネットでり]るさを変えたモデル林分を使

って検討し，斉藤はスギ林分の樹皮生産量を純生産髄の

8～15影と推定した結果について，菊沢らは北海逆の山

火再生林の現存量と生長量について，また，鈴木はわが

国の代表的な有用竹のひとつであるモウソウチクの生産

量を推定した結果について，それぞれ報告があった。
〆

森林の保育に関する発表として，谷本らは下刈方法を

ちがえた場合に造林木と雑草木がどのような生長経過を

たどるか調べ，造林木の樹高生長は下刈方法による差は

小さかったが，直径生長は無下刈区より下刈区のほうが

大きかった，という結果を得た。竹内は密度と枝打間を

変えたスギ模型林分を使って枝打ちが生長におよぼす影

響について調べ，枝打高が低いと直径生長に影響が現わ

れないが，樹高生長は無処理区と枝打ち区とで明らかな

差が認められたことが報告した。
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－造林部門（育種）

林試造林部染郷正孝二

育鞭に関連しては17課題が発表された。発表課題の

内容は大きく，①雪害発生と形質，②アイソザイムによ

る集団の遺伝的解折，③単系および多系林と生育，④種

間交雑とその特性，⑤その他倍数性，花粉の飛散，さし

木，実生の繁殖に分けることができる。

まず，大谷らはスギのさし木造林が実生林に比し雪害

に弱いとし，実生林分で得た形質間の相関から精英樹ク

ローンの形態的類似性を求め,雪害に強いクローンの選

択の手がかりを得た。塚原らは雪による根元曲がりを傾

幹編，根株長の2形質を用いて斜面の緩急および雪の多

少との関連においてその差異を明らかにし，同時に他の

蒲形質や地形要因などを加味して，偏相関係数を求め，

根元曲がりの怪減指標を得ようとしている。須藤らも雪

害木と健全木の形態的な特性のちがいを同様な手法で求

め，雪害に関与する遺伝的形質を明らかにしようと試み

ている。また森本らはヒノキについて雪害枯損の原因を

解剖学的に湖べている。

つぎに，栄花らはアイソザイムの性質を利用した分析

法を，定性的から定量的な方向へ商めるにはセルローズ

アセデー1､電気泳動法がよいとし，スギおよびヒバの精

英樹のパーオキシダーゼ同位酵素の分画を確定し，さら

にヒノキ，アカマツなどの器官，組織別での反応の特異

性にふれ，ついで青森県下のヒバ天然林は他より変異性

の大きいことを示唆した。同様に岩手県のヒバ天然林の

遮伝的職造を明らかにすることを試み，母樹群の構成単

位の大きさについて述べた。朴らは西日本地域のアカマ

ツ天然生集団の遺伝的変異を，パーオキシダーゼおよび

針難の諸形質などの変異を調べ，生態条件で変化する生

態変異や，緯度によって変わる緯度変異について示唆し

た。

菊池らは採種園内の無作為交配の完全を期するため，

黄金スギの遺伝性を利用してスギ花粉の飛散距離を実験

的に確かめたが，飛散距離は予想外に小さく，花粉の交

換は隣接木の間のみで行なわれていることを指摘した。

松田らは九州さし木在来品種，ヒノデスギの不稔性を

解剖学的に究明し，細胞学的観察の結果，2〃＝33の体

細胞染色体を有する三倍体であることを明らかにした。

田島はヒノキ葉緑素変異苗の出現は交配実験の結果，自
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殖による単一劣性ホモによって生ずることを確かめた◎

佐々 木らはクロマツとゑが"sso"jα"α:,P.""/(zg-

んj'が2isの種間雑種の特性について述べ，畠山らはグイ

マッ雑種とニホンカラマツなどの植栽後5年間の野兎害

や生育に対するちがいを調べた。被害の程度はニホンカ

ラマツが最も小さく，グイマッが最も大きい。雑種はそ

の中間を示したと述べている。

半m,長坂らはアカマツ実生家系，スギのさし木クロ

ーンの場合の単系および多系林分での生育のちがいにつ

いて述べ，さらに母樹齢と生長の問題についてふれた。

福田はスギ精英樹などの発根性に不安定な母材のさし

木繁殖を安定なものにするため，切りぎわ部切断を繰り

返し，萠芽枝をさし穂として用いる超低台方式の仕立方

が発根性を著しく高め，実用化の可能性もあることを示

唆した。さいごに，石井はケヤキ種子の有効な採取時期

および種子調整法について述べた。

－保護部門（昆虫）

林試保護部山根明臣一

昆虫関係33題のうち直接マツノマダラカミキリに関

するもの''’薬剤防除や＝ツ類枯損の実態等いわゆる

マツクイムシに関するものは全体の半数以_'二を占めた。

マツノマダラカミキリの生理'生態に関して,山根ら

は人工餌の組成の違いが産卵や摂食に及ぼす効果を調

べ’イースト粉末添加の発育に対する効果，庶糖の摂食

刺激効果を明らかにした。野渕は羽化脱出後の日数と交

尾行動’授受精能力の関係，雌の貯精能等を示した。遠

田はカミキリ幼虫の発育零点，越冬幼虫の羽化までの有

効積算温量を異なった地域の個体群について求物，比較

した。いずれの地域のものも11｡C付近に零点がある

が’必要温量は暖地のものほど大きかった。井戸らは和

歌山県下各地のカミキリ脱出消長と積算温度のデータを

示した。

竹下は鳥取県下の，武田他2名億和歌山県下のカミキ

リについて’線虫保持数，率を調べた。小林(一)らはマ

ツ枯損木の大きさ，乾燥程度とカミキリの脱出率，保線

虫数を調べ，密接な関連のあることを示した。

脱出後の成虫の行動に関して，井戸らは自然条件下で

の行動内容の時期的変化を観察した。井戸他3名はカミ

キリを放虫してその後の行動を追跡し，あわせて放虫地

点付近の後食，枯損状態を調べ,15m以内に集中する

傾向を示した。井戸他2名は日齢の異なるマークしたカ

ミキリを放し，餌木で捕虫して分散行動を観察し，同時

に10日間隔で餌木を回収して幼虫の繁殖を調べた。餌

木での捕虫最盛期は6月下旬～7月中旬であった。

古野らはマツノザイセンチュウに対して抵抗性のある

とされているテーダマツの枯損木を調べ，カミキリ後食

跡がみられ，マツノザイセンチュウの検出されたこと，

およびカミキリ次世代虫の繁殖について報告した。

薬剤関係では，渡辺は空散が樹上の節足動物に及ぼす

影響を，個体数，現存量の変化で示し，影響の大きいこ

とに注意を喚起した。大久保らは3年連続のスミチオン

空散跡地のMEP残留を調べ，土壌その他での残留期間

は長くとも3カ月程度と結論した。大久保らはNAC

剤のカミキリ予防散布剤としての適性を検討し，枝に5

~10ppm残留すれば予防効果があるとした。

マツの枯損について，松原は千葉県下の枯損の広がり

を追跡し,M､B.指数39との適合性を論じた。野渕ら

はマツノザイセンチュウ非分布地域の風害跡地の連年の

枯損と立木密度との関係を検討した。井戸他4名は若齢

林において前年の被害木の放置がその周辺に枯損を続発

させる結果になることを示した。

食葉#膳虫の天敵微生物に関して，片桐らはウズラ体

内を通過したBt菌の活性をマツカレハについて調べ，

Btの鳥による分散の可能性を示した。片桐他2名はハ

ラアカマイマイのウイルス病の翌世代への伝播につい

て，流行を起こすに十分な病源が環境に存在するにもか

かわらず，現実にウイルス病が終息するのは寄主側の要

因によるものと推測した。岩田らは細胞質多角体病ウイル

ルスにかかったマツカレハは》接種後3日以内にすべて

起病性を持つ糞を排泄することを示した。

マツカレハの生態に関して，川西らは4～5齢幼虫の

落下要因を飛来性捕食者の幼虫に対する攻撃によるもの

とした。松井らは1～2齢幼虫の高率の死亡要因を，自

然条件下および卵の接種によって観察し，クモ，カマキ
、

リ，アリの類による捕食が大きいとした。松井はふ化幼

虫集団の大きさと造網性クモ（ヒメグモ，コクサグモ）

による死亡率を実験的に観察した。小久保らは茨城県海

岸地帯の卵寄生蜂3種（キイロクマゴパチ，フタスジタ

マゴバチ，マツケムシクロタマゴバチ）の分布，寄生率

を報告した。小林（富）他はマツカレハについて落下糞

と速効性薬剤によるノックダウンの組合せによる密度調

査法を各地で試み，実用性の高いことを示した。またこ

れに関する基礎的資料として飼育法の違いによる排糞量



の違いを調べ，クロマツ餌がアカマツ餌より排鎌競が多

いとと等を示した。

岩田はマイマイガおよびマツカレハの雄の交尾，職間

能力を調べ，系統による能力の鎧，数回の交尾・授精能

力をもつこと等を認めた。佐藤は岩手県下でカラマツ林

に発生したハラアカマイマイの蝿と卵塊の刷幹上の分布

を調べた。佐藤はまた数年前に大発生したマツノミドリ

ハバチに加害され，柚損を免れたストローブマツの生長

量の差，回復程度につき解肝した。

山崎はハリモミの新書虫獅joﾉ．O"α7"0"0'""""OKU

の加害様式，生活史を記述した。商村はクリきゅう果の

落果曲線によって要因解析し，きゅう果を落下させる2

種と果実を加害する1種の害虫を明らかにした。

小林(富)他3名は地上撒影の赤外カラー写真によるマ

ツ異常木判別の可能性を検討した。

一保護部門（樹病）

林試九州支場橋本平一・一

材線虫関係について，淵原らはマツノザイセソチュウ

の接種時期（季節）と樹体内の線虫個体激の推移との関

係を調べ，接報後の線虫の行励は気温が商い時期ほど澗

発であるが，気柵のみで説明できない点もあり，マツの

生理状態との関連を示唆している。堂關らはマツノザイ

センチュウとニセマツノザイセンチュウについて夏期に

混合接種を行ない，間者の樹体内での生活力の錐述を肌l

べた。前者は生立木叩では後者よりも適応能力が強く，

常に優位な密度を示した。田村はアカマツ，クロマツの

カルス組織での材線虫の繁殖について述べ，両カルスで

線虫の繁殖を認め，本線虫はマツ材中の柔細胞を栄誕源

として利用している可能性を示唆した。

線虫の感染から発病に至るまでの線虫密度について，

真宮はクロマツ苗を用いて接種後24時間後から経時的

に接種枝を切り落とす方法により線虫の移動数と発病の

関係を調べ，また橋木は温度変化を利用して発病を調節

する方法により線虫の個体数と発病の関係を検討し，と

もに少ない線虫の個体数で発病能力を示すことが認め

られた。峰尾はポット実験により土壌水分の減量と発病

の関係を示した。橋本は瀧水条件の述いが，線虫の個体

数と病態反応に及ぼす影響を示し，両実験ともに土壌水

分の不足はマツの感受性を高めることで一致した。鈴木

は材線虫接種後のマツの水分状態を知る目的で自然の幼
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齢マツと環境制御条件での苗木について葉の蒸散量およ

び葉の水ポテンシャルを経時的に測定した。その結果，

マツの水ストレスが材線虫病の発現に関係しているこ

と，さらに線虫を接種陵，葉の水鍜テンシャルの異常は

蒸敬の停止後かなり経過した後に現われることを明らか

にした。二井は感受性のクロマツと抵抗性のテーダマツ

の各切枝を用い材線虫に対する抵抗性の差やマッノザイ

センチュウとニセマツノザイセンチュウの病原力の違い

を検討した。その結果，両線虫のマツ類に対する親和性

の差がマツの樹種間の抵抗性および線虫の病原力の違い

を説明する要素であることを示唆している。

材線虫病に対する単木的薬剤防除試験について松浦は

有機憐剤を中心に10数種の薬翻について，苗木による

スクリーニングテストを行ない数種について薬効が認め

られた。また，薬剤の樹幹注入試験ではテラクワPで予

防効果が砿かめられ，同薬剤の樹幹内分散経過も追跡さ

れた。真宮らは同じ材料について材線虫を接種して生物

検定を行ない，各部樹幹内での線虫増殖の阻止効果と防

除効果とがよく一致し，殺線虫効果が確かめられた。

佐々木は同じテラクワPなどの樹幹注入木について，樹

'|恥内の糸状悶相を調べたが，本薬剤が糸状菌相に及ぼす

影騨は特に認められなかった。

一般樹瓶関係で6題の報告があった。佐保らは東京大

学|上海道演科林で発見されたハイマツの枝に寄生する鰯

l激は新匝と同定し，その学名をPCﾉ･加"･好z加加加伽"“‐

/“ﾉ･a""〃SAIIoetl.TAKA'IAsI'1と提案した。周藤はマ

ツの菜枯病菌の培地上における胞子形成法としてはBL-

B(BlacklightBlue蛍光灯）の照射により多数の胞子

形成に成功した。また，｜司氏はマツの葉枯病の分生胞子

の放出と伝擶について所見を述べた。小林(正)は流動パ

ラフィンを剛い木材腐朽菌類の菌株の長期培養傑存法を

検討した。作山はマツ葉ふるい病菌の子のう盤と子のう

胞子の形成時期について調べ，自然条件下ではほぼ7月

中旬～9月に子のう盤の形成が盛んで，胞子の放出もこ

の時期が多いことを報告した。小林(幹)は樹木の外科手

術にウレタンの填充実験を試み実用化に期待できる結果

が得られた。

一防災部門

九大林学科末勝海・中島勇喜一

防災部門は22題の発表があった。北沢は木曽山脈を
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場として，花崗岩の岩質の差によって，崩壊の地域差の

解明を試み，石橋は小足沢川流域の山崩れについて，絡

子点法を用いた地形解析によって，崩壊数，崩壊規模と

の関連をのべた。これら現地調査に対し，下川は桜島の

火山灰土を用いたモデル斜面によって，進行性破壊につ

いて実験を行なった。佐々は結晶片岩型地すべりの移動

機構を明確にするため，縦断移動状況を調べ，移動形態

の特徴について報告した。

塚本は山火事跡地に発生した侵食型を調査し，伐採直

後に山火事を被った箇所では，シート・エロージョンに

よる侵食土砂量が最も多かったことを指摘した。また，

井戸は滋賀県滝ケ谷試験地において，ガリーの形状，表

土層の深さの変化について報告した。梁瀬は林相のこと

なる3試験斜面を対象として，林地内での土砂移動の測

定方法について，プロットとトレンチを用いた場合を比

較検討していた。

石井は低水流出の低減特性について，季節，植生，流

域面積をとりあげ，低減係数との関係を調べ，流出機構

として地下水を取り扱うべく，低水流出の低減特性につ

いて考察している。福嶌は山地小流域の流出量をラショ

ナル式で調べ，パラメータの検討を行ない，後報では，

斜面ライシメーターによる流出解析の一環として，土壌

水分の変化から土壌内の水分動態を考察した。竹内はブ

ナ天然林において，中間流の流~ド量と速度を実験的に求

めている。小川は山地小流域における出水モデルとし

て，“水みち”モデルを提示しており，今回は，山腹斜

而での流れを用いて，斜面要素と河道要素が出水現象に

及ぼす影響について瀞察し，小流域でのモデルでは，河

道が艇視できるとしている。遠藤は50年の真室川災害

時における山地からの洪水流出の解明を行なっており，

とくに森林地帯からの最大流通の推定を試みている。同

じ水文関係ではあるが，谷は渓流の水温について，とく

に気温と水温との関係について調査している。水理関係

では，真板が急勾配水路において，幅の変化と水の流れ

の形態との関係について実験を行なっており，衝撃波理

論を適用し，流れの遷移を説明した。

椛造物関係では，陶山が破壊力学をコンクリートに応

用するため，破壊靭性試験を行ない，応力拡大係数への

破壊靭性の依存性と寸法効果に関して検討した。竹内は

陶山の破壊力学の現地適用の一環として，コンクリート

と玉石コンクリートの両ダムにおいて生じた，クラック

の特性について現地調査を行なった結果を示した。つづ

く，緑化関係では，原は緑化派施T後における適切な保

青管理の指針を得る目的で，生立初期の木本稚苗につい

て，生育形態の特性を検討した。一方，斎藤は北海道南

東部の海岸平野における防災林造成のため，地域の特殊

樅を考慮した方法を採用している例を示した。

海岸砂防関係では，中島は飛砂量，飛砂限界等に及ぼ

す砂表層の含水比の影響について報じ，海岸防風林と砂

地塩分について調査を続けている松岡は今回は，地形・

林帯幅と塩分量について報告した。

蕊者の雑感ではあるが，各関連分野ごとに，理論・モ

デル実験と現地調査とが別個に行なわれているようであ

る。これらの結合が早急になされることが，防災上，ぜ

ひとも必要だと感じた。具体的には，各分野ごとに共

同，研究的な発想が今後必要ではないだろうか。

－環境部門

林試経営部大貫仁人一

環境部門では11課題の講演が行なわれた。この部門

が林学と生活環境との接点に位置することを考えれば，

今後増大の一途をたどることが期待できる。しかし，こ

の部ドI1は，一般的に範囲がきめられているわけではな

く，いろいろな部門からの混合であることは，一つの過

渡的なものとしてやむをえないであろう。以下，講演順

にその概要を述べることにする。

川添らは，広範囲の林地肥培が渓流の水鷺に及ぼす影

響を研究し,NO8-N挫度が施肥直後にピークになるこ

とを述べているが，これはまた，対称区との比較によ

り，森林伐採後の経年変化との関連づけからも論じてい

る。NH4-N濃度,P,K,Ca,Mgでは，ほとんど大

差のないことも報告している。佐藤らは，崩壊裸地への

斜面混撚造林の成果について，30年|削の経過をふまえ

て報告した。佐倉らは，異常降雨による山地崩壊を用材

林・中林（モミ・ツガ主体)，萠芽林（シイ．カジ類の

薪炭林）との関係で論じ，人為の影響について報告して

いるが，崩壊と地形の関連づけが行なわれていない点が

|剖魑となった。寺田らは，林床植生が土壌を緊縛する強

さについて’スギ・ヒノキ・カラマツ・広葉樹林内で測

定し，総根量と土壌緊縛力の大きさが正比例すること，

林内での土壌流亡実験での流亡量と総根量との反比例の

関係を報告している。大村らは，林道開設による下部森

林破壊について，石礫の落下物理量を基礎に論じた。木

梨らは，空中写真の渡度から,8,750haの地域での森



林面積の変化を把握するため，4つのサンプリング手法

（①独立継時標本，②同一継時標本，③刷次標本追加方

式，④部分置換標本）について実験を行ない，経時変化

の把握には④の方法がすぐれていることを報告してい

る。なおこの地域では，いずれの方法でも12年間で森

林面積が増大している結果になっていた。辰巳らは，マ

ルチバンド写真をマルチ・データ・カラー・システムで

解析し，マツの健全木・衰弱木・帖損木を識別してい

る。3月の時期での赤外カラー写真上での衰弱木とマツ

ノザイセンチュウ病の被害発生予察との関連づけを試み

たが，保護部門で常識になっている結論との関連づけが

行なわれていなかった。谷田らは，大気汚染と病虫害等

によるクロマッ葉の組紬的変化を解剖的に分析し，その

結果を報告している。塩素ガス被害はオキシダント被害

と同様，孔辺細胞の変色，気孔付近の葉内細胞の原形質

分離をおこし，食塩水の散布実験では，葉内細胞全体の

原形質分離，スズハガレ病では，維管束部の崩壊変色，

マツノザイセンチュウ病葉では，樹ll"Lの異備となるな

ど被害原因の差により，組織的に若干の差がみられるこ

とを報告している。河合らは，森林の防音機能効果の測

定実験を現実林分で行ない，防音効果が下屑植生，枝下

筒の高さ，立木密度，葉量などと関連をもつことを報告

している。また，低木脳の集団より高木の災団が防音効

果が大きいことも述べている。

'一利用部門

－林試機械化部柴田順一一

利用部門では，24のテーマについての研究発表が行

なわれた。テーマを大別すると，林道関係10題，集材

架線関係5題，地形分類について1題，林業擬械の改良

開発に関するもの7題となっている。

電算機を用いた林道設計に関して，北川は林道間隔が

与えられた場合について路網計画の計算の紙みを，小林

は自励設計における路線選定の判断基準の1つとして，

路線の線形について利用しやすさの評価をとり入れる方

法を発表した。また林道の質について，市原は路面排水

工の合理的計画を目的として，林道から排水される雨水

を，試験区域を設定して測定し，林道の形質や雨量との

|測係を求める方法とデータを，渋谷らは路illi'状態と車両

の性能から最急勾配の理論値を計算し，実測値と比較し

ながら，最急勾配決定の指針を示した。菊地は林道盛土
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に注F1し，締固め密度拭験と現地測定の結果を，柳沢は

ﾏｻ土林道路面のたわみを測定し,土質の分析結果とと

もに検討して，マサ土の路面強度を確かめたことを，上

飯坂らは路面支持力の指標を求めるために，3種の簡易

計測器の使用結果を比較しながら，路面の安定状態を把

擬する可能性をみいだしたことを，発表した。また大河

原らは路面の凸凹の状態を直接測定する方法として，走

行中の自動車タイヤの圧力を測定し，これから推定する

方法について測定法としての可能性を検討した結果を発

表した。福田らは林道施工の立場から軟弱路雛工法と

して，生石灰・砂利・タイヤビート・ワイヤメッシュな

どを附いて路盤を安定させる工法について実例を紹介し

た。

集材.架線に関して小沼はタイラ式横取規制型索張りに

ついて，柴田は単線循環式架線について，実際の集材現

場における索張力の測定結果とその分析結果を示した。

架線張力の理論計算について，鈴木はY型架線における

張力間随をさらにおし進めた結果を，堀らはあらたにエ

ンドレス式作業索の張力に借目し理論的な接近を始めた

ことを，発表した｡また飛岡は非皆伐施業と集材機作業

方式の関係を，過去4年間の実態調査から労働生産性と

林分への影響等について分析し，最適集材作業法の体系

化をめざした発表をした。

トラクタ集材地の地形分類として，藤原らは築材作業

に影緋を及ぼす地形のうち，傾斜と地表の凸凹を細かく

渦べて，その分布状態を分析した結果を報告した。

林業機械の改良と開発については，大河原は岩大式集

材法専用搬器に対して，スリップ躍動防止装置の付加と

ｻﾙ車洲形の改善をした結果を，巻|刑は電池式刈払機の性

能面における改善の結果を，三村らはトラクタ・フレイ

ルモーア改良機の刈払動力性能の実測結果を，村山ら

はGEM(エアークラフト鋤に関する一連の研究とし

て，今回は人工布道上を走行する場合の実験結果を，そ

れぞれ報告した。また福11Iらは小形歩行式樹木掘取機の

試用結果から，性能の限界と作業時間の推定をし，鈴木

らはウィンチをリモーI,コントロールできるようにした

I､ラクダを，集材作業に試用した結果から，いずれも従

来のやり方よりも旛段に作業時間が短鋪できると報告し

た。平松らはチエンソーと刈払磯の振動と騒音につい

て，過去10年間にわたる実験室における測定データを

示し，機械の構造上の種獺にもふれながら，この面にお

けるこれまでの経過と現状を紹介する発表をした。
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長岳寺から北へ巻向山

山の辺の道の三輪山

長岳寺三輪そうめん

景行陵の堤

山の辺ハイキング

最近話題になっている山の辺の道とい

うのは，奈良盆地の東縁，三輪山・穴師

山などの山裾を縫う道である。

日本最古の道，などといわれている

が，最古かどうかは別としても，この付

近に古代日本の中心があった6～7世紀
1号ぎ

に，賑わった道であることは確かであ

る。学者によっては，飛鳥に都をおいた

大和朝廷の前王朝は，この三輪山の麓を

根拠とした三輪王ilmであった，とする説

をたてる人さえある。そんな古い昔のこ

とは，雲や霞のかなたのこと，という人

があるかもしれない。また，歴史的には

何一つ確実なことはないのである。しか

し，こんな想像を胸に秘めて，陽春の山

裾を歩いてみると，一木一草にも深い愛

情が感じられ，足の疲れも忘れてしま

う。

私が，この山の辺の道を歩いたのは，

去年の4月のことだった。町なかと遮っ

て，まだなんとなく風は冷たく，木々の

緑も色浅い。ふつう歩くコースは，天理
いそのかみ

市に近い石上神宮から南へ，桜井市の
つぱいら

海禰榴市まで救のだが，私はこれを逆に

歩くことにした。

海石榴市という，変わった名は，背，

椿の木が多かったからとかいうが，果た

してそうだろうか。字そのものは，今は

妬榴ざくらに近い。しかし，ここで背は

市が立ち，；皆い男女力鍬垣という集団見

合いをした，というのはおもしろい。今

ではひなびた築落があるだけだが，家の

一隅に小さな石柱が立ち，両側に樵の水

を植えて，つばいちの面影を示してい

た。

ここを擬りだしに約7時間のハイキン

グだ。右手には蝋緑樹の多い，そしてな

だらかな山容をもつ三輪山が一・

休日のせいか，ガイドブックを片手に

歩いている論い人，家族連れの婆が多

い。この人数は，海石榴市から金屋石仏
おおみわ

・翠松寺をへて大神神社へ行くと，最高

になる。三輪山をご神体にしたこの神社
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は，相当に古い形式を残しているのだけれ

ど，社前の巳の神杉に象徴されるように，

蛇と結びつくお金もうけの効験があると

か。そう聞くと，この人影の多さも，不況

を反映しているのかと，古代から急に現実

に立ち戻ってしまう。
ひぱら

少し北の桧原神社の方が森閑として，い

かにも古体を残していた。社殿は何もな

く，氷で簡単に結った玉垣と，素木の三ツ

鳥居が立っているだけ。ここも右手斜めの

三輪山をご神体としている。ちょっと荒れ

た境内で,松の大木が社前に数本あるのが，

かえって物寂びた感じを強めている。ふり

返ると，万葉や記紀の歌謡にうたわれた

大和国原が一目に見渡せる。すぐ前には箸

墓ともよばれる蔭誰諸麺臣命の陵が，
大きくこんもりした森をみせており，遠く

には二上山の耳二つが，空にくっきりと稜

線を示している。

古城の樹木は，始めから植えられたもの

なのだろうか。箸墓も，この先にある景行

天皇陵・崇神天皇陵も，古墳時代の最盛期

に造られたものという。まわりに濠をめぐ

らした前方後円噴で，規模も結構大きい。

自然の山を利用したわけではないだろうか

ら，これらの古墳は人手を以て造られたの
峰うむ

だろう。きっと葬りの場所として，痛まし

く赤土をむきだした小丘だったのだろう

が，1,500年にわたる月日が，この土を被

って緑の.丘にしたのだろうから，古代人の

意図とは迷った意味で，私たちは今の古墳

を見ているにちがいない，などと，考えな

がら歩くのが，この山の辺の道なのであ

る。

どんな想像をしたって，よいではない

か。古斌に占代権力の発揮をみるのもひと

つなら，現代に貴重な樹林の名残りとみる

のもまたひとつ。三輪山や，その北に続く

謝山.穴師山などの山なみに,万葉の和
歌を口ずさめば，ここに柿本人麻呂や額田

女王の姿が浮かぶし，山川草木に思いを馳

せれば，照莱樹林文化や，朝鮮半島から渡

来して住みついた人々の望郷の思いが胸に

迫る。こんなことの想像のできるところ

が，ここ山の辺の道のおもしろさなのだか

ら。

箸墓を見ながら妄想にふけってしまっ

た。桧原神社の前に，農家を改造したよう

な，小さな茶店がある。ここで甘酒などを

飲みながら，ベンチに腰を下ろしている
堂IZら

と，どうしても古代の幻しからぬけ出せな

い。腰を上げて先へ進もう。

ここから旧道は谷の奥へ入る。正面に巻

向山がみえてくる。道の左右には白壁・大

和陳の農家が点在する。道端には幾つかの

万葉歌碑。棟方志功，武者小路実篤と，書

いた入は違うが，どれもひっそりと野の畦

に立っている。拓水を採る人たちにも，何

回か会った。歩いてゆく道の平担さが頼り

ないほどである。
おおひょうず

大兵主神社をへて，長鴎寺へついた時は

昼をだいぶ回っていた。ここの三輪そうめ

んはおいしい。歩いて汗ばんだ身体に，ツ

ユたっぷりの熱いそうめんは何よりのも

の｡青いネギや淡口しょうゆの色に，ここ

が京都の文化圏であることを，再び感じさ

せられた。

長岳寺には重要文化財の建物もあるし，

八十八カ所のミニチュアもある。
かよ

道は，少しひらけた平野の中を行く。萱
お

生・竹の内など，この辺は環溌集落の多い

ところだ。せっかく濠をめぐらしたのに，

その濠は浅く，かつ薄汚れている。濠で守

るべき外敵がないからと港えれば，かえっ

て幸せかもしれない。濠の内部の家々の白

壁も，朽ちかけていて，それが平和の象徴

ともみられた。

付近はイチゴのピニールハウスがつづ

く。ここから園原峠を上下して，池畔の内

山永久寺跡をみれば石上神宮はすぐ。くた

びれていなければ，天理教の「おやさとや

かた」を訪れるのもいい。でも，これだけ

歩いて「おやさとやかた」の広い神殿に坐

ると，もう立ち上がるのがイヤになること

請合いである。
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西之島へ上陸するかどうかを決める作戦会

議は，異常な空気につつまれ，殺気だってい

た。

「上隙を強行することには，絶対反対/」

眼のつりあがっていることを意識しなが

ら，どなり声に近い声を，私ははりあげた。

「安全だ安全だというならば，ひとにすす

めないで，自分でいったらいい」－こうⅢ|・

びたいのであるが，それを押えているのもつ

らかった。

「上陸隊長に勇気がないようだからどうし

ようもない上陸隊興の上気に悪い影響を与

えるから,I名陸隊長を更迭しようか」60歳

をこえた淵森団長の声もきびしかった。

1974年3月の西之島調査のときも，7月

のときも海況・天候・火111の噴火の状況を適

切に判断し，｜息陸作戦をおこない，現地での

観測や盗料をあつめることになっていた。そ

して上陸隊踵には，私がなることに怠ってい

た。盗料はほしい．－しかし，噴火がしばら

く休止したといっても，いつ爆発をはじめる

海底火山に挑む

科学を支之名人たち
西之灘の経験から
．」‘琴

1，』3…％
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かわからない。おおぜいの学生をつれていっ

て，もしも事故をおこしたらと思うと，どう

しようもなかった。

船上での作戦会議はつづいた。傍聴してい

る各新聞社の記者やカメラマンも，じっと私

たちの論争を見守っている。「他の新聞社に

負けたくないから，とにかく_I二陸してほし

い」－ときどき，こんな発言をする。マス

コミの競争心にひきまわされてたまるものか

と思うが，資料はほしい。矛盾した気持ちが

私の身体のなかをかけめぐる。

たとえ話をしよう。富士山の山頂で噛火が

あり，その噴火がしばらく休止したとした

ら，山頂にある測候所付近へ学生をつれてい

く人がいるだろうか。探検と冒険に命をかけ

る人ならば，それでもいいだろうが，科学を

テーマにしているときには，もっと班前の観

察や準備が必要ではないだろうか。

海の火山のばあいは，もっと条件が悪い。

というのは，海面よりしたの部分の火山の

状況が，ぜんぜんわからないからである。

1952年の明神礁の遭難事故は，このことを

物語っている。科学者をふくむ31名の尊い

命が，一瞬のうちに失われてしまったのであ

る。事故がおこってから「軽率だった」と批

難しても，「もっと慎重でなければ」と解説

してみてもはじまらない。

この複雑な気持ちは，当事者だけにしか，

わからないのが悲しい。
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では，科学を支える人とは，いったい縦な

んだろう。

西之島は形も高さも満士11Iによく似てい

る。海水をとったら，富士山と瓜二つであ

る。旧噴火口の西側壁がすこし高かったため

に，海面_上に姿をあらわし，西之鳥旧島とい

われていた。旧噴火口の水深は，107メート

ルだった。この旧噴火口で噴火がはじまり，

そこを埋めていき，やがて西之烏新鳥が誕生

したのである。西之島新島の噴火を，はじめ

て発見したのは，海を生活の場にしている漁

民だった。海の火山の噴火を連絡してくれた
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だった･そのうえ，この漁船の船長は，海底

火山の科学史に，忘れることのできない業績

をのこすことになった。というのは，科学者

がだれもいない海上で，海底火山の爆発が割

れ目にそっておこっていること，また割れ目

の長さと方向などを，注意ぶかい観察から推

定したからである。火山についての‘《シロウ

I､”が，忠実に自然を観察したことによっ

て，海底火山のl噴火がはじまった，もっとも

大切なII器期を正確に記録したからである。

科学を支える人たち－それは，けっし

て，ひとにぎりの大学の研究者ではない。そ

こを生活の場にしてい鳥人たちの協力があっ

てこその話なのである。

漁民にたいして，心から感謝の気持ちをあら

わさなければならない。

なぜだろうか。

魚を1匹でも多くとろうとする漁民は，海

底火山の暇火がはじまると，生命の危険を感

じながらも，そこが絶好の漁場になることを

よく知っている。誰にも教えないほうが，か

れらの利益と一致する。また，海11保安庁あ

たりから，血入難止の指令をうけたらつまら

ないと迷うであろう。このことは，土地造成

をする人たちが，蹴璽な古墳にぶつかったと

きの状態に似ているのではないだろうか。そ

のままブルトーザをおし進めることが，かれ

らの利続に直結するからである。科学か利益

か－とのどちらを業者がとるかによって，

科学の進歩ば，大きく作用されるのである。

私はしばしば「東の描綱一西之鳥新島」

「西の横綱一スルツェイ火山」ということ

ばを，私の水のなかではつかっている。アイ

スランドのすぐ南の海にできた，スルツェイ

烏の海底噴火を，最初に発見したのも，漁民

うこ皀然との鑓篇

縮？…Y鯛

東海大学

海洋学部教授再度，西之島の上陸作戦会議にもどそう。

作戦会議は，につめられていった。上陸・

澗衝という仕事を，安企に，しかもスムース

にすすめるためには，船員の人たちの機敏な

行動や判断，そして協力が泌要だった。かれ

らは，貴重な意見をのべてくれた。

榊
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木斌

上陸が可能だったらという前提のもとに，

いくつかの具体的なことが決定されていっ

た。そのなかから，2，3のことを細介しよう。

笛の合図は，つぎのようにした。「噴火が

はじまりそうだ」と判断されたばあいには，

「ピッ，ピッ，ピッ」と短声をならし，「連

絡があるから各班から1名が集まれ」という

ときには，「ピーピッ，ピーピッ，と，長一

声と短一声，｜調査の終了時間だ」というと

きには，「ピー，ピー」と，長一声をくりか

えすということなどである。忘れるといけな

いから，単純な合図だけをきめた。

また，船員は，救命ポートに待機し，いつ

でも逃げられるように，エンジンをかけてお

くこと，必要最低限の調査員だけが予備調査

にいくということなどだった。

そして最後に，これだけの準備と注意を確

認しながら，とつぜん噴火がおこったらどう

するか，という問腿がおこった。

「そのときは，あきらめよう」

長い沈黙のあとの結論だった。〈完〉

灘
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生殖をおこなうことは生物の股も大きい特徴の一つであって，動・植物に共

通している。花は生殖器官であるから，植物の性の研究は花がどうしてできる

かに始まる。一口に花がつくといっても植物にとってはこれは大変化である。

今まで葉や茎になっていた芽が突然催の芽に変わるからである。葉，茎や根な

どの栄蕊綴菖の成長が抑えられることが生殖器官の成長につながる。だから球

状剥皮したり，刈りこみしたり，根切りしたり，燗心したり，石脅で茎や根を

固めたりすると花が早くできる。スギやヒノキなどでは植物ホルモンのジベレ

リンで処理すると，花が早くできるが，樹木ではむしろまれで，花成を化学物

質で制御することには成功していない。また，花がつくのは栄養成長の終わり

が多い。

＊ ＊＊

よく知られているように，ある植物では日長がある一定の長さ（限界日長）

より短くならないと花を形成せず，ある種の植物は反対に日長が一定の長さに

ならないと花を形成しない。削者を短口植物（イネ，キク，アサガオ，オナモ

ミ),後者を長日植物（ドクムギ，ムシトリナデシコ）という。このようにロの

長さ，すなわち光周期に応じてｲを形成する現象を光間性とよぶ。周期的な明

暗交代によっておこる最も劇的な例がこの花芽の誘導である（図・1)。

花をつくる要因のもう一つは温度，それも低温である。発芽種子を温度処理

して開花を早める春化処理はよく知られている。

さて，日長の変化に適切に対応するた必には，当然に植物は日長を測定し，

それが花をつける最小限の日長（限界日長）をこえるものか否かを判定しなけ

ればならぬ。そのような研究には西欧ではオナモミ，ドクムギ，ウキクサが，

日本ではアサガオがよく用いられる。短日植物のオナモミではわずかプラスマ

イナス15分程度の誤差をもって，限界日長約9時間を識別するというから驚

異的で，安物の時計くらいの緒度である。明暗の交代のくりかえしという刺激

をうけるのは葉であるから，葉のどこかに時計装瞳（生理的時計）がくみこま

れていると考えなければならぬ。時計装置としては砂時計式のものと振り子式

時計｡（普通のゼンマイ式）が考えられる力薗，アサガオではこの両方の時計にあ

たると思われるものが証Wlされている。

＊ ＊＊

生理|'16時計のむずかしい理愉は別にして，植物の体内時計が動きだし，明暗

の時間をはかると，そこに花をつくるホルモン（以下開花ホルモンという）が

つくられる。そのホルモンが葉にでき，それが花のできる場所，茎や枝の先端

に運ばれ，そこではじめて花ができる。開花ホルモンは花咲かじいさんの灰に

相当するもので，もし，この成分がわかり，取りだすことができれば，いつで

も､､I勝なし花”を咲かせることができ，植物学者の一つの夢である。恐らく，

世界の股林業に革新をもたらすであろう。

今まで多くの研究者がその抽出に努力したが，まだえられていない。その理

由は，①開花ホルモンがある限られた時期にだけ生ずるので，その時期を決

めるのがむずかしい，②化学的性質がわからないので，抽出方法が手さぐり

の状態である，③化学的に抽出する間に分解して変貢してしまう，④抽出液

には|)剛ピホルモンが入っているが，それに伴って花芽をつくることを抑制する

物質も入っていて，互いに効果が相殺されて無効になってしまう，⑤微競で検
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出できない，⑥開花ホルモンを検定する方法，材料が確立 短日植物

していない，などのためと思われる。24

'8
618

長日植物
24
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開花ホルモンの存在を最も強く支持する事実は接木して開

花をひきおこす刺激を伝える実験である。2個体の植物を接

木して片方の植物にのみ適当な光周処理をおこない，ほかは

開花に不適当な日長下におくと，両植物ともに花を形成す

る。明らかに開花をひきおこす刺激は接木面を通じて移動し

うるものである。短日性のタバコと長日性のヒヨス，短日性

のオナモミと長日性のルドベキアを接木して，長日下におい

ても短日下においても，両植物ともに花芽をつくる。したが

って，開花刺激はすべての植物に共通であり，恐らくすべて

に共通した開花ホルモンがあると考えられている。しかし，

開花ホルモンが単一の物質か多数の物質かもわかっていな

い◎

開花ホルモンは蕊から茎の飾管を通って茎頂に行く。その

移動速度はアサガオで50cm/時である。アブラムシは筋管

の液を吸ってその栄養としているので，この昆虫の分泌する

’ 212

2424

鍵'8

1212

の液を吸ってその栄養としているので，この昆虫の分泌する蜜の中には|jM花ホ

ルモンに相当する物質が入っていることが考えられる。最近ハーバード大学の

クリランド博士がアブラムシの分泌蜜を分析し，その物質をつきとめた。この

物質億長日植物のウキクサの着花を短日条件下でひきおこすのである。化学的

にはサルシル酸で植物体には広く含まれ，その誘導体は医薬品のザロール（胃

腸殺菌剤）とかアスピリン（解熱剤）としてよく知られている。

サルシル酸はこのように効果があるが，同じことはエチレンジアミンという

キレート化合物でもおこるので，ただちに開花ホルモンといってよいかどうか

は今後の問題である。ステロイド系物質（男性および女性ホルモン）や蛋白質

合成に関係する特殊な伝令一リボ核酸そのものが|淵花ホルモンではないかと

いわれたこともあるが，まだきめてを欠く。

開花ホルモンの性質を推定するには抽出物のテスト方法が確立されなくては

ならぬ。短日植物では長日条件におくと栄養成長は促進されるが，花芽の形成

を阻害する物質が~つくられる。したがって，これをさけるためには花ができる

ような日長の下で検定しないといけない。また，花ができるような日長では葉

の中に当然開花ホルモンができるはずであるから，菜をすべて完全にとり除い

た条件で検定したほうがよい。以上の2点をおし進めてゆくと，茎頂にある分

裂組織（ここで葉や茎のもとができる）が最もよいことになる。この部分だけ

を切り出して，適当な栄養液上で培養し，それに開花ホルモンを作用させるや

り方である。実際にはこの分裂組織だけをとりだして培謎することは困難で，

近接の葉のもと，ごく若い葉も含めて培養することが多い。

タバコなどでは茎の表皮および表皮下3～6層くらいを切りだして適当な培

地で培養すると，その表皮上に直接に花ができる。花をつけているところの

茎，すなわち花梗の表皮および表皮下では100％そこに花ができる（図・2)。簡

単な系で花をつけさせることができるので，開花ホルモンの検定にはいいのか

もしれない。開花ホルモンの研究は非常に歴史が古く，今もその抽出は植物学

者の夢となっているのである。

図｡l短LI植物と長日植物の24時間

サイクルの明1噸のパターン。
上，短日条件および長日条件下，

夜(暗)が始まってすぐに1時間光を照

らすと短臼反応がおきる(左)が，暗所

のちょうど真中で1時間光をあてると

長日と同じになる

一

蝉
－

図･2タバコの茎のいろいろな場所

から切りだした表皮細胞系の培鎚とそ
の結果。上部の花軸部分からはすぐ花

がつく。錐部では葉芽しかできない

6

6



34

カラマツ材の防ぱい処理

試験

道林産試布村昭夫ほか

林産試験場月報No290

1976年3月p.5～8

カラマツ製材品の60％は本州へ

出荷され，梱包材，ダンネージ材，

パレット材，その他建築，土木用に

利用されているが，温暖多湿な5～

6月になると肯かびの発生が著し′

く，防ぱい処理としてPCPナトリ

ウム水溶液の散布等が行なわれてき

たが，作業者の安全，環境保全の立

場から，これに代わるものを選び出

す試験を行なったものである。

以下，まずシナ合板で予伽試験を

行ない，ついでカラマツ板材につい

て効力試験，混合薬剤による試験を

行なっている。

結論として，低毒性市販防ぱい薬

剤のうち，有磯ハロゲン系のものが

有効であることが認められたが，有

機塩素系と有磯沃素系の混合薬剤が

より有効であったとしている。

チエンソーを使用したリ

モコン式伐倒機について

高知営林署鍋島健一ほか

機械化林業No.268

1976年3月p.31～38

①チエンソーを遠隔操作して伐倒

ができること，②簡易な構造で安全

作業ができること，③操作が簡単で

手鋸功程量5割向上がはかられるこ

と，④安価に製作できること，を目

標として伐倒磯を試作したものであ

る。

伐倒機は，チエンソーの,k体，チ

エンソーを支持する回転プレート，

角度調整クロス，アクスルワイヤ，

喰い込み洲整ワイヤ，立木に取りつ

けるサイドフックからなり，以下人

員配置，組立方法，作業方法が述べ

られている。この角度調節型のほか

にⅡ型式も開発しているが，功程は

ほぼ同じである。角度調節型の功程

は，手鋸を100とすると，チエンソ

ー手持ちは149，リモコン伐倒機は

179となり，その他所期の目的はほ

ぼ達しえたとしている。

林業におけるチエンソー

の白ろう病対策について

帯広・恵盛木材深沢吾郎

樹氷26－2

1976年3月p.12～19

筆者は北海道労働災害防止指導員

であるが，全国産業安全衛生大会で

の意見発表を紹介したものである。

まず基本問題として，チエンソー

の鋸断時の振動の強さ（加速度）を

3G以下とする行政指導をあまいと

して，基雛をもっと強化すべきこ

と，狼勤率の高いものの使用禁止な

どの制度化が必要であるとし，つい

で,具体的な対策として,チエンソー

の使用時間の分担比率(伐倒30％，

枝払い40%,玉切30%)を考臘し

て，枝払いを交替要員にふりかえる

など作業仕組を変えて，少なくとも

チエンソー使用時間を30％短縮す

べきこと，さらに，出来高制を再検

討し，伐木，集材，巡材，の三つのパ

ーティーに分け，それぞれに目標を

課すなどオートメシステムをとり入

れることを提案している。

コンクリートのポンプ圧

送による効率的な治山工

事の実行について

岩村田営林署小沢重喜

長野林友No.2

1976年3月p.18～21

当暑管内の大部分が国立公園に指

定されていることにかんがみ，この

ような観光地で治山事業を実施する

にあたって，①林地破壊や景観破壊

のない工法，②工事期間の短縮でき

る工法，③省力的工法，としてポン

プ圧送方式を試験的に実施したもの

である。

この工法につbfては，とくに急峻

な下り勾配の圧送による品質の変

化，材料分離の有無，施工法等につ

いて未知の部分が多いとして，これ

らの調在を含めて試験したもので，

以下，配管の方法，コンクリートの

打設，コンクリートの配合，品質変

化について述べている。

試験の結果では，所期の目的をほ

ぼ達したとしているが，圧送により

短時間に多量のコンクリーI､が打設

されるため，型枠のはらみ，破壊等

を生じる危険があり，型枠の補強が

必要であるとしている。



林地肥培と民有林経営一

木材市場価格を中心として

東農大杉浦孝蔵

森林と肥培No.87

1976年3月p.4～7

肥培木は，一般材（無施肥木）に

比較して年輪|幅が広く強度が弱いと

懸念され，売買時に値引されるむき

があるやに聞かれるとして，まず，

製品の木口に現われている年輪数を

測定して木材の市場価格との関係を

検討したものである。

そこで，肥培木に限定せず市場の

製品について調査した結果，木口面

にあらわれる年輪数はまちまちで，

不揃いのものが多く，すなわち’一

部の特殊材以外は年輪数の最多と最

少の差は20～40個であった。つま

り，林齢にして10年から20年の差

のあるものでも同一価格で売買され

ているという。したがって，林地肥

培によって，同一規絡の材を従来の

伐期よりも’0年から20年早く収灘

しても市場仙絡について値引きや低

下の心配はまずない，としている。

このような調査結果にもとづき，

以下，地力を増進するために林地肥

培をすすめ,‘また，材質面について

も材質におよぼす影響は，環境より

も遺伝が大きい，ことから肥培管理

をして初期成長を促進させる必要が

あるとしている。

北限の杉の生長状況

留萌支庁近孝夫ほか

林No.289

1976年4月p.9～15

‐化海道における杉造林の北限は，

おおよそ札幌周辺までといわれてい

たが，明治の末期から大正の中期に

かけて，留萌管内の増毛町および羽

幌町で植栽され，その一部が現存し

ている。

羽幌町A(0.53ha),同B(0.12

ha),RC(0.07ha),増毛町(0.06

ha)の4林分で面職は僅少である

が，とくにA,B両林分は良好葱状

態にある。すなわち,A林分の立木

材･IMi(ha当たり）が秋In地方の地位

下をやや上回り，同じくB林分は，

秋田地方の地位中を上回っている。

現在の杉造林は道南に限られてい

るが，これらの林分状態からみて，

品睡改良あるいは適地の選択などに

よって，その適地を拡大していくこ

とを検討する余地があるとしてい

る。

伐採と流域保全との関連

性の検討手法

高知局・計画課谷藤徳衛

高知林友No.588

1976年2．3月p.14～18

間知局で定められた「森林施業基

準」の中心をなすものは，分散伐採

と保挫樹帯にあるが，流域保全の観

点から「伐厩の分散」と「保護樹

帯」はどのような効果があるのか検

討したものである。

流域保全の面からは，伐採計画

を，洪水発生の危険性，土砂の崩壊

流出，渇水時の水の流出戯等につい

て検討する必要があゐとして，以下

具体的な手順を述べている。

洪水ピーク流量（ナショラル式）

洪水到達時間内の平均降雨強度（特

性係数法)，最大流下可能錨（マニ

ング式）などを求め，ついで土砂の

流出，かつ水流出鼠を険討してい

る。事例として，宿毛営林署管内の

国有林をとりあげ，伐採計画をたて

て検討している。この場合は1回の

検討で目的を達したが，不都合があ

35

れば，保謹樹帯を多くとるなど伐採

計･画を再倹討することとしている。

未利用樹を使っての椎茸

栽培試験

県林試・経営科荒瀬和男

林業山口No.147

1976年3月p.4～5

原木事愉は次第に悪化しつつある

ので，利用価値の低い雑木でも利用

できないか，あるいはもっと成長の

早い原木は縛られないかということ

で，コナラ，クヌギ以外の樹種を原

木とし椎茸戦培試験を行なったもの

である。

そこで，ヤシャブシ，タイワンフ

ウ，アメリカフウの3樹種について

試験した結果（開始後1年である

が)，いずれも樹皮が薄く，材質も

やわらかいため柵木の腐朽が早いと

いう欠点はあるものの，茸の発生が

早く，コナラ，クヌギと同等の収瞳

が望めるとしている。

公園容量に関する基礎的

研究

アーバング､リーンコンサ

ルタント青木広一郎

グリーンエージNo.27

1976年3月p.24～28

都市公園の収癖者数（容撒）を決

定するにあたって，公園利用者の意

識から求める方法をとって行なった

ものである。

以下，凋盗設計，利用者の実態な

らびに意識について分析し，般迩容

量を指摘する方法として，相反する

2つの曲線「人が多かった」「繊か

だった」などの交わる点の時刻にお

ける同時滞留者数が考えられるとし

ている。
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業の発展をも

鶏可龍とするよ農林
うな経済成長

のあり方が望まれるところであると

一述べています。

さらに農業，農村は，国民

食縫の供給という基本的役劉

一を担うと同時に国土を保全

し，自然環境を維持培養する機能を

持っており，計画的な土地利用のも

とに優良農用地を確保し，農業生産

雌境と農村生活喋境を一体的，総合

的に整備し，活力ある地域社会を建

設していく必要があるとしていま

す。

今後の農政の課題は，萱ず圃民食

職の安定的，効率的な供給を図るこ

とであり，なかでも国内供給力の強

化が緊急である。これとともに輸入

の安定的確保やili蓄の推進を図り，

総合食糧政策を展開していく必要が

あるとし，その際，特に重要な問題

として次の3点をあげています。

外への流出は鈍化している。労働力

や耕地の減少率の低下は腱業生産に

刺激を与えているが，ロ雁い，出か

せぎ収入の減少は，従来日雇いや出

わが国の食轍・農業の現状と，今

後の政策の基本的方針を示す50年

度の「農業白瞥」が4月13日の閣

議に提出され，了承されました。

ことしの白瞥は，「農業経＝＝

済の概観」「腿産物の需給と

価格」「農家および農村の動

|句」「むすび」の4つの柱か＝＝

らなっています。

36年度以来，15回目にあたる今

回の白書では，わが国の農業や腿蒙

等は，48年度以降，石油等資源・

エネルギー問題の発生，物価の著し

い上昇，景気の長期にわたる停滞等

の経済の短期的変動と，その埜底に

流れる高度綴済成長時代から安定成

長時代への転換といった長期的埜澗

変化の2つの経済の大きな流れの中

で数々の影縛を受け，苦しい道を歩

んでいる。

不況の長期化によって食糧消斑は

停滞しており，労働力や土地の挫業

50年度の農業白書

かせぎに依存していた股家の経済に

大きな影響を与えている。

しかし，不況下の腱業と農家経済

の動向の巾に，経済の商度成長下で

大きく変ぼうした農業が立ち直りの

契機をつかもうとする動きもみられ

る。

わが耐経済の安定成長への移行

は，対応いかんによっては高度成長

時代に弱体化した農業の体質を強化

し，農業の発展を図る契機となる可

能性をも持つものである。また，食

紐の安定確保のために，今後農業の

一厨の発展を図る必要があるが，農

表･1施設森林組合の状況

｜‘71‘814，45年

2，601
(2,518）
1,797

11,623

714

4，616

46

2，524
(2,440）
1,792

11,698

734

4，794

I論繍認識認識員識認議愈鑿’

(::鋪)誘電|寵蕩
1，7991，7961，793

11,70811,70211,728

746766786

4，8584，9955，139

組合数（組合）

組合員数（千人）

組合員所有森林面積（千ha)

1組合平均組合員数（人)．

1組合平均組合員所有(ha)
森林面積

森林組合の状況

労働力調達の困難化，木材販売に

おける合理化推進の必要性等を契機

とした林業経営における協業活動の

比重の増大，林業基本法による林業

柵造改善事業の発足，また，制度的

には，38年の「森林組合合併助成

法｣，49年の「森林法及び森林組合

合併助成法の一部を改正する法律」

の制定等により，森林組合はその活

動が活発化してきている。

まず，施設森林組合の状況をみる

と，組合数は上述の「合併助成法」

の施行に伴って,45年の2,601組合

から49年には2,336組合へと265

組合も減少している。組合員数はほ

資料：林野庁「森林組合統計」注：1）（）内は森林組合調査票を提出した組合数

であり，組合員数，森林面稜等は澗査票を提出した組合に関する数値である2)各年
とも3月末現在の数値である

表･2森林組合労務班の状況

45,年4｡|4ア 48 49

労務班を結成してい（組合）る組合数
1,4041,459
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1組合当たり労務班数（班）
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1組合当たり労務班員数(人）

資料：林野庁「森林組合統計」注：各年とも3月末現在の数値である
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第1は，農業総生産の増大を図る

ことである。このため，

①優良農用地の確保とその有効利

用

②腱用地の造成，腱業用水の確保

等国土資源の農業的利用の拡大

③土地基盤の終伽等股業投資の増

大と農業技術の開発普及

④水田の総合利用等が必要である

節2は，農産物価絡の安定のた

め，腱産物の需給洲蝋職能の強化を

図る。

第3は，農業生灘の中核的担い手

となる農家を育成，確保し，これら

の隆家を中心に農業生産の組織化を

推進する。

以上のような課題に対処して農政

を推進するに当たっては，意欲ある

股梁者，農協，市町村，農業委員会

零の創意工夫による地域腱業の組織

化と，農業，農村の再編成を強力に

進めていくことが必要であると強調

しています。

ぼ横ばい，所有森林而職は若干増加

し，1組合平均規模は組合員数にお

いても森林面稜においてもかなり大

型化している。

また，森林組合活動のなかで最も

注目されている森林組合労務班の状

況をみると，49年で労務班を結成

している組合数は1,473でその結成

率は64.5％となっており，結成率

は45年以降毎年向上している。し

かし，労務班員数は農山村人口の減

少とも関連して45年の6万7,000

人から49年の5万7,000人へと減

少している。

次に生産森林組合についてみる

と，その組合数は49年3月末現在

で1,823で前年より15％増加，組

合員数，経営森林面積ともに増加し

ているが，これは入会林野等整備促

進事業の進展等によるものである。
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冒 三
三略記する場合はSCP(Smgle す。節1次大戦中に食温に苦し三
= ＝

=CellProtein単細胞たん白質）んだドイツで開発され－時おお菫
三 三
三と醤きますが，単細胞のものばいに期待されましたが，実用化三
三 ＝

三かりとは限らないので日本語でに金がかかりすぎて停滞気味で三
＝
＝

目＝
＝

菫は｢微生物たん白｣と呼びます。す。ドイツはさらにパルプ廃液三
三 ＝

呂＝

言藻撤，菌類，酵母などのたん白をカンジダ酵母にくわせたん白三
＝ ＝

言賀のことです。

-IscPID踵で…hたん微舗:駕舞勵鑪
＝
＝ 二＝

＝

三白が，安全性に不安をもつ消費の飼料として使われています。三

冒者グﾙー プから反対されて商品生挫林省が研究にとりかかった臺
言 三
言化が見送られたのは一昨年のこSCPI:,みかんジュースの搾三
三 二＝

言とでしたが,農林省はSCP研物りかす,もみがら,おがくず，臺冒 菫
皇究の必要を認め,続けています。魚かす，家畜のふんなどをたべ三
＝ ＝

言,難匿墓譜職た競驚馴鍵職しよ琴
＝

＝

曼物が食べられない物質を微生物「将来の食趣危擬に備えて，冒

冒に食べさせふえた微生物をたんん農業のように広い土地を使わ量
目 三

三白質源（おもに家畜飼料川）とず，短時間で食粒資源をえられ三
＝ ＝

議鰯皇燥鴛震白:搬確蹴薩
＝
＝ 三

三る酵母（カンジダやビチア）かを弁識する側の主張です。 眉
＝

＝

二

言ら取り出したたん白質がいわゆいつぽう反対する側は,SC=
＝

＝ 三

三る禰汕たん白です。而汕たん白Pのもっている有害性のデータ言
＝ ＝

言は，はじめ航空機事故の原因に－を数々 あげるとともに,家畜''三
二 三

三なる燃料巾のロウ分を除去する飼料の確保に専念するよりは食三
＝

＝ 三

言研究から生まれたものです。生活の水準向上は畜産物摂取を言
＝ 三

三たまたまノルマル・パラブィふやすことにあるという誤った三
＝ ＝

三ンを食べる酵母が見つかったた考えを正すことが先決ではない三
＝

＝
三

言め脱ロウ技術は完成したが，剛かといいます。現に日本人はす三
三 ＝

＝

三産物である酵母が食職にならなでに動物性たん白を栄養雄準よ三
弓 言
言いかと考えついたのが事の始まりも取りすぎている傾向にあり三
三 ＝

言りだといいます。ます。たん白質でみると，牛の言
＝ ＝

:scPにはそのほかｽピﾙﾘくうｴｻの10%ぐらいしか牛皇
ニナという長さ03ミリほどのプ肉にはばりません。穀物・豆類冒
＝

＝ 三

三ランクトンがあります。これはなどの食事でも栄養素は効率よ三
＝

三

言昔からチャド湖(アフリカ)間く取れるのにどうして食綴資源三
三辺の原住民が食用にしていましを浪蛮する畜産物摂取型のパタ三

＝
三 ＝

三た。アンに執着するのかといった批三
＝
＝

三

三クロレラもSCPの1種で判があるのです。三
三

＝

＝ ＝

現代用語ノート言
＝

＝

＝

弓
＝

三 三＝
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北海道に自生する砿要休業樹種

はエゾマツとトドマツである｡し

かし，エゾマツは，茄畑で蕊苗す

ると，暗色雪腐病でほとんどやら

れてしまうし，林地に造林すれ

ば，エゾマツカサアブラムシがや

ってきて，芽に虫コプをつくり，

枝の発育をとめてしまう。トドマ

ツは，道産子のくせに寒さによわ

い。そのうえ，若い造林地ではト

ドマツオオアブラムシの寄生が激

しく，ときにはガンシニ病を誘発

して若木を枯らしてしまう。ま

た,エゾマツもトドマツも,初期生

長がおそくて，下刈り・手入れに

手がかかる。それで，一時は，養

苗も容易で，寒さにつよく，しか

も初期生長の速いカラマツを信州

から導入して造林地をつくった。

しかし，これもノネズミの害をう

けやすいうえに，昭和30年代に

は，思いもかけなかった先枯病の

大発生で，いままでの,信望を一挙

に失ってしまった。

実際，北海道には安定した造林

樹匝がない。いろいろな外国樹種

が導入され，試植されているの

も，北海道に適した造林樹種がほ

しいからである。しかし，有望と

思われたストローブ五雌松には発

疹サビ病がみつかり（中標津営林

署管内)，ヨーロ,ソパI､ウヒの造

'休地では，アトロペリス胴枯病と

いう新顔が発生するようになっ

た。造林に耐えられそうな外国樹

種は，まだみあたらない。北海道

の造林が安定しないのは，気象条

件がきびしいうえに，造林を担当

すべきAbies,Picea,Larix,

Pinus属の樹種に病害虫が多いか

らである。

ところで，病原繭や害虫といえ

ども，本来は生態系の一員であ

蝋繍謝＃

横田俊一

高橋郁雄共
山口博昭著

小泉 力
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色
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林
病
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虫
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鑑

A未叩解ブナKP100xB叩解100X

パルプ本号よりパルプ紙シリーズが始まる。そ

繊維のアプローチとして'まず'紙の櫛成単位
である単繊維の顕微鏡写真を示そう。

単繊維が幾千幾万と重なって紙ができ愚

小
ことは誰でも知っている。しかし，木材を

薬品による蒸解や機械処理でパルプ化した

Aの単繊維からつくられた紙は締まりがな

く，物理的強度も弱い。パルプ紙製造工程

には必ず叩解という処理がある。Aのパル

プをボールミル，ピーター，リファイナー

等で叩解すると，単繊維を織成しているヒ

ブリルが羽毛状にほどけてBのようになり

強い紙が得られる。このヒブリル化は主と

して単繊維のs』層で行なわれる。したが

って，強い紙を得る1つの条件は,P層を

リグニンとともに除去して'S1層を均質

に露出させることである。この場合，パル

プ収率はどうしても60影以下になる。ヒ

プリル化が過度になると，単繊維強度が落

ちるとともに，抄紙時の潅水も悪くなる。

何事も適度であることが肝要である。

（林試宇佐見国典氏提供）

新書判132ページ

北海道造林技術センタ

ー（札幌市中央区北2
条西19丁目道森連ビ

ル内011-621-7677）

1976年3月31日
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り，彼らなりの役割を果たして

いる。病害虫の大発生は，燃林

生物社会の体質か横造が不健康

になってきたことを示す警報と

してうけとることができる。

森林には多くの機能がある。

それを正しく認識し，適切に緤

林を管理しなければならない装

務を負っている林業家は，砿要

な病害虫を識別し，その異轍発

生から森林の健康状態を診断す

る技術を修得しておかねばなら

ない。病害虫の問題を専門家に

任せる時代はもう去った。これ

からは,病害虫や野鳥に関する

知識も，有能な山官であるため

の一つの資格となるであろう。

今度，北海道の山林技術者の

ために「原色北海道病害虫図

鑑」が出版されたことは，まこ

とに時宜を得たもので，企画さ

れた帯広営林局に敬意を表した

い。樹病26種類，害虫41種頬

について，被害状況，病徴，害

虫形態が原色写真で示されてい

るため，素人にわかりやすい。

北海道の森林被害に精通してい

る4人の専門家が，分担して，

被害診断法や被害発生環境につ

いて，要頒よく解説している。

小形で，擁帯に便利にできてい

るので，山へ行くときは，ぜ

ひ，双眼鏡やカメラとともに，

リックに入れてもらいたい。

この醤によって，病気や害虫

に関心をもたれた方は，被害を

発見したら，写真をとり，標本

をもち帰ってスケッチすること

をすすめたい。そうすること

に，解説文はよりよく理解さ

れ，病害虫の認識は，いっそう

確かなものとなるであろう。

（東大腱学部西口親雄）
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海外造林に思うこと

海外造林といった場合，多くはパ

ルプ材の生産のための造林を意味し

ている。これはパルプ用材におい

て，とくに需要が著しく伸びている

のに比して，唾|内自給量の減少が大

きいこととあわせて，短伐期造林が

可能なことに起因していると思われ

る。

このため昭和30年代後半より海

外造林が注目され，たとえばブラジ

ルにおいてはパルプ工場を支えうる

事業規模での造林プロジェクトが推

進されているが，わが国と木材貿易

上かかわり合いの深い東南アジア地

域では，試験造林が実施されはじめ

たというのが現状である。

しかし,これらMﾘ発途上地域では，

長期性を有する造林事業からみて，

投資環境として不安定なこと，造林

木の権利の確保のための法制が未整

備なこと，焼畑農民の存在や入会椴

習があること，造林技術が確立され

ていないこと等の問題がある。

このような状況は，わが国の企業

が海外造林にふみきるのをためらわ

せている。しかし海外造林をわが国

の資源確保の視点からとらえた場

合，国として直接実施するか，ま

た，民間の資金を活用するためにこ

れらのリスクをやわらげる方策をと

るかのいずれかが必要であると恩わ

れる。

しかし，また一方では，海外造林

によってその材を輸入するとして

も，石油の例でも明らかなように，

ある程度の自給率が砿保されるので

なければ輸入材の価格の点からのみ

見てもきわめて不利になることが考

えられ，安易に輸入のみに依存する

のではなく，海外造林の推進には，

これと併行して！より強力に国内の

、給力を高めることに努めなければ

ならない。

最近，国内の造林のテンポは落ち

てきている斌狭い国土の有効活用

という意味からも公的造林として推

進していくことが，海外造林を今後

すすめてゆく前提とならぼければな

らないのではないだろうか。

それにつけても，海外造林につい

て，対象国の政状の不安定さとか，

造林木の権利の確保とか，経済的視

点だけからとらえるのではなく，一

段I前い視点，すなわち世界的な緑化

の－環として，また世界的な土地の

有効利用といった点からとらえて，

その果実がえられた時点において，

相手国にもプラスになり，わが国に

もプラスになる形で，利用させても

らうという姿勢，国際協力の姿勢で

海外造林が行なわれる日が遠からず

来ると思いたい。(O)

この欄は謡集委風が担当しています
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ろう。成木林の立木密度と肥効との関係について

は，いくつかの試験3》』》ないし解析2)6》6>があり，

これらによると，いずれも立木密度が高くなると

肥効が低下する傾向が認められる。

以上のように，一般に立木密度が高いと施肥し

ても肥効が現われにくいか，または現われても優

勢木に限られる2》6)7)。その理由は立木密度が高く

なると，施肥によって葉の養分機度が高まって

も，過密なため個々の木の樹冠の受光量が少な

く，それだけ肥効は低下することになるであろ

う。このことは，スイスのケラー博士の図に示す

実験結果8)のように，葉の養分濃度の増加に伴う

炭酸同化量の増加割合は光線量が少ないほど低い

ことによって説明できる五あろう。したがって，

立木密度の高い林分（収量比数Ry0.9前後）の場

合に施肥しようとすれば，間伐を行なって密度を

低めて施肥すれば肥効を期待できる理論となる。

では，実際の間伐と施肥を組み合わせた試験の結

果はどうであろう。以下2,3の試験例をみてみよ

う。

戸田9)は，約67年生アカマツ林で，間伐施肥

区＞無間伐施肥区＞間伐無施肥区＞無間伐無施肥

区，の順に胸高断面職が増加したことを認めた。

また筆者'01は35年生スギ林で表｡1のように’

プレスラー法による材積成長率で，ほぼ上記と同

様の傾向を認めた。またアメリカのポンデローザ

マツに対する試験'1)では，間伐施肥区(134％)＞

間伐無施肥区
/･の,スハーJ1正同問搾炭酸同化量(1FIIM･乾葉あたり）

若齢林分の保育問題

■その多面的な検討■

14

一一・■ｰ●－→一一＝●い一

間伐･枝打ちと施肥

塘隆男

まえがき

林地肥培が単に幼齢植栽木の成長促進から閉鎖

促進（→皆伐後の林地土壌流亡の抑制，ひいては

誕分循環を早めて林地保全につながる）という効

果にとどまらず，間伐収礎を含めて総収稚の増大

という本質的，実用的効果を生みだすためには，

植栽→下刈り→除伐→閉鎖→間伐→伐採収種とい

う一連の保育作業にともなう森林ならびに土壌の

変化に対応して，林木の一生を通じての肥培計

画，体系化を考えることが重要である。筆者')2)は

さきに概念的ではあるが，林地肥培体系のパター

ンの1例を示したが，現在多くの人により，その

具体案が検討されている。

本誌の保育問題シリーズのなかで，林地肥培が

間伐や枝打ちに対してプラスに作用するのかマイ

ナスに作用するのか，どのように位置付けされる

のか，いちおう検討してみる必要がある，という

観点から執筆依頼があったものと理解して，不一|・

分のそしりはまぬがれないが，以下2,3の校討を

加えてみたい。

間伐と施肥

閉鎖した成木林施肥において，立木密度と施肥

効果の関係は重要である。最多密度林分の極限状

態を考えれば，生態学者ないし造林学者の方々が

指摘されるように，施肥効果は現われにくいであ

(82影)＞無間伐

施肥区(46％)＞

無間伐無施肥区

(8％)，の順に

断面積合計増加

率が増加した結

果を得ている。

またカナダの

65年クロトウヒ

BlaCkspruceの

間伐・施肥を組

み合わせた10年

ngCO
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光線雄

異なった窒澱度ポプラ

の葉の炭酸同化作用に

及ぼす光線の形瀞（ケ

ラー博士の実験結果）
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間の試験成績'2)は表.2

に示すとおりである。

これによると，無間伐

の場合は立木密度が高

いため自然枯死材積が

きわめて多いが，施肥

することによって少な

くなる。これは施肥に

よって優勝劣敗の現象

が促進され，無施肥の

場合のように共倒れ現

象が抑制されたためと

思われる｡25%間伐区

では逆に，施肥量が多

くなるほど枯死材職は

多くなり施肥効果も不

明瞭であるが，50影も

間伐すると枯死材積は

当然のことながら少な

くなり，施肥効果が顕

表．135年生スギ林における間伐一施肥試験（塘隠か

一試談区｜蔚始簿'7年後|成長量｜
間伐・施肥区44116411201

1IM伐・無施肥区40915561147

無間伐・施冊収590798208

麓|茎：j鵬間伐・無施肥区62217611139

1975）
－

考備

Ry値約0.84

Ry値約0.94

＊7年間の枯損木の値を差し引いた値＊＊プレスラー法による成長率

表．265年生クロ|､ウヒの間伐一施肥試験(Weetmanl975)

処理’ 材積成長

1971成長蹴
(b)|(b)-(a)

212129(100)
22739(133)

246151(174)

187126(91)

20248(161)

17449(1“）

(m8/ha)

口 呼|(濟錨
６
９
４
ワ
》
３

３
０
７

２
１
１

｡’ ’9.17
8.561

0

100

4009.4210,4110.991

09．8310．520．69

1008.489.5011.02

4008．039．191．06，

｡“"!.，』"｜

鵜l00l10．0811.6

400110.0112.1

８
２
９
２
３

18

26

10

23

32

49

25 9．6161

12.0154

14.6124

15．185

16．299

21．1102

32(110)9

41(139)9

58(195)9

50 117

140

160

《なり，施肥幼米が域＊数字は施肥m:1エーカー当たりのN量（ポンド）

薪に現われる。すなわち，間伐割合の大きい，いきる。

いかえれば立木密度の低い場合に施肥による材砿枝打ちと肥培

増加量は多くなるが，この試験では無間伐でもか 枝打作業において，枯枝は別であるが生枝を除

なりの施肥効果がみられた。 去すれば，その樹木の物質生産量は減少し，幹の

以上のように，閉鎖した成木林に対する施肥効肥大成長は減少する。この傾向は一般に枝打程度

果は原則的には立木密度の高い場合に出にくいとの強いほど大きく現われる16》ﾕ7》◎

請えてよいと思われるが,表･'’2の試験成績のよこの無節材をつくるための枝打ちによる肥大成

うに密度の高い無間伐の場合でもみられる場合が 長の減退を施肥で補うことはできないか？……と

あり，また同様の事例も報告されているﾕ3》ﾕ4)。こいう発想で枝打ちと施肥を組み合わせた試験が行

れは樹種や品種，そのときの環境条件による林地なわれているが，その中間成絞をとりまとめて考

土壌肥沃度の高低その他の要因により，立木密度紫を加えてみよう。

が高くても葉屋やその階掴別分布，林冠の総成状 枝打ちと施肥との関連については，すでに10

態が異なるために，一概に立木密度だけで肥効と年前に竹下ら(1966)によって予報として発表され

の関係を一元的に求めることはできないのであるているが，同氏らの続報（1972)ﾕ8》を表・3に要約

う。生原はこの点について解析を加えているが， すると，14年生スギ林(樹高約10m)の試験地で

その詳細は原報'6》にゆずるとして，地位の低いとは枝打ちにより材職成長率は約20影ていど減退

ころではかなり密度の高い場合でも肥効があるするが，枝打ちによる成長減退の施肥による回復

と，土壌肥沃度との関係を指摘している。要するは，弱度枝打ち(15％)の場合はよく現われたが，

に，間伐と施肥を組み合わせれば間伐後の林冠閉強度枝打ち(30％)の場合にはほとんど現われなか

鎖を早め，林分総収穣量を増大させることがでった。しかし6年生スギ林（樹高約5m)の試験

施肥＊
1961

(a）

1971

(b）
成長量
(b)一(a）
|成長率(%）
l(b)－(a)/(a）
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って観察されているが

（たとえば，石川の林

業No.38.1975)．前

記の公立林試の中間成

紙'9)でもその噸lfi1が認

められているほか，こ

のことを指摘した人々

も少なくない。

材を丸太で利州する

場合は節の巻き込み終

了時点で枝打ちの目的

は達することができる

が，角材として利用す

る場合は，巻き込んだ

のち，目的の大きさの

採材･ができるまで肥大

成長させてのち，はじ

わけである公したがっ

表･3スギ林の枝打ち・施肥試験（竹下ほか）

処理｜

伎打ち｜肥料’

材砿成長率比＊

14年生スギ6年生スギ*＊
考脳

＊無枝打ち・熊施肥

を100とする

|**聯灘分②

無枝打ち無
〃 施

弱枝打ち無

〃 施

強枝打ち無

〃 肺

施肥

肥

施肥

肥

施肥

肥

０
９
６
４
５
２

０
０
８
０
７
１

１
１

１

１

０
６
２
６
９
２

０
２
８
０
７
８

１
１

１

表．436年生ヒノキ林の枝打ち・施肥試験（桑原）

胸高直径(mm)試験“’ 儲． (m3ﾉha)職

'45年
269

233

232

|成長雌’ 成長量

105(161)

62（95）

65（100）

40年

164

171

167

長雌

２
８
３

年
・
・
・

鎚
鋸
鍔

０４
１
１
１

45年

158.6

151.7

151.5

’I
24.4(142)

149（87）

17.2(1")

枝打ち・施肥区

枝打ち区

無枝打ち区

めて雌節材の製品ができるわけである。したがっ

て，いかに早く巻き込ませ，肥大成長させるかが

無節材を早くつくるための条件となる。桑原2｡)は

この点について詳細な解析を試み，（1）節の巻き

込み年数は枝の直径の大きいほどおそく，幹の直

径成長の大きいほど早いこと，（2）枝打ちを行な

ってから幹の肥ﾉくが枝の切､りに1面まで到達する年

数は残枝長（枝打ちの時に切り残された部分の長

さ）の影響が大きいが，同一残枝長であれば幹の

直径成長の大きい施肥木の方が早いこと，（3）節

の巻き込み部分の年輪不正常の形状が正常になる

までの期間は，幹の直径成長の大きい施肥木の方

が早いこと。さらに当該試験地の試験木につい

て，詳細な検討，解析を加え,(4)12cm角の無

節材を生産目標とした勘合,3m材2玉EIの末'二I

に近い部分(6.2m)に枝打ちを行なってから伐

採’採材するまでの期間を推定すると，無施肥木

32年，施肥水18年と概算している。これはあく

までも1事例についての概算であり，32年とか

18年とかの数字は条件により可変的なもので，こ

こでは数字の値そのものに捉われるべきことでは

ないが，このような解析の結果が地位の低いヒノ

キ林でも枝打ちと施肥とを組み合わせることによ

地では強度枝打ちの場合に最もよく施肥の効果が

現われている。この相異は林I齢によるものか，他

の要因によるものかは明らかでない。

その後，1971年より林野庁のメニュー課題と

して14の公立林試で行なわれた「立木密度，枝

打ちと肥培に関する試験」の4.1間成縦は林野庁'9）

により取りまとめられている。枝打ちに対する施

肥の効果は多様であるが，全休的にみて施肥の効

果が認められている。

桑原30)の36年生ヒノキ林の枝打ち．施肥試験

の5年間の成縦を要約すると表・4のとおりであ

る。これによると枝打ちにより，当然のことなが

ら成長は減退するが，施肥することにより顕著な

成長量の増大が認められる。そして樹幹解析によ

る生産構造をみると，若葉部分が無枝打木につい

ては4.2m以上にあるのに対して，枝打木では

6.2m以上に集中するため，直径成長も着葉鼓妓

大の部分（階臓）に大きく，枝打ちと施肥の組み

合わせにより，樹幹下部の成長通を低下させるこ

となく，樹幹の完満度を高めることの可能性を示

唆している。

また枝打ち時の施肥が枝打部分の巻き込みを促

進する傾向のあることは，一部の駕林家たちによ



って有利な林業を営む可能性を示唆しているもの

と考えたい。

生枝打ちによって幹の肥大成長が抑制されるこ

とば材の量的生産の観点よりすればマイナスであ

るが，年輪編をツメることを可能にする点でプラ

スとなる。しかし閉鎖林の段階になって年輪幅が

広すぎて，これをツメなければ困るばど土地生産

力の高い林地はわが国では広く存在しないこと

は，日本の国有林，民有林の森林土壌調査の成果

ならびに林地生産力の研究成果からうかがえるこ

とである。一般に年輪幅は広くなるほど材の比亜

は小さくなり，材の強度は低下し，に1本農林規格

では特等材および1等材の年輪幅の条件として6

nnrn以下であることが必要であると規定されてい

る。しかし年輪幅は狭いほど材質的によいという

ものではなく，ルーペでなければ読みとれないほ

ど狭いものは逆に材質が劣等であることは一般に

知られていない。その限界範囲は一概にはいえな

いが，（1.5-2.0)～(4.5-6.0)mm前後であると

いう。そこで枝打ちによる肥大成長の低下を施肥

で回避，またはさらに肥大成長を増進させること

は，程度の差こそあれ年輪幅をそろえる効果をも

たらし，枝打ちにより，無節でしかも年輪幅の比

絞的そろった材の形成に有効ではあるまいか。一

般に施肥は材質の低下を招くといわれるが，枝打

ちに組み合わせた施肥は量的生産を低下させるこ

となく（または低下させること少なく）しかも良

質材生産に寄与することができるものではなかろ

うかと考えられる。施肥を伴った枝打技術はその

土地の林地生産力の大小，生産目標と市場性など

を考臘して総合的に判断して，ケース・バイ・ケ

ースに取り入れてゆけば，施肥というひとつの量

産技術も決して良質材生産に矛盾することはない

であろう。

おわりに

以上間伐，枝打ちに及ぼす施肥の影響について

2,3の研究成績をのべたが，その評価はそれぞれ

の林業家の立場から，いろいろの観点からなされ

てしかるべきであろう。そして何よりも重要なこ

とは，各林業家はそれぞれのその地域での市場性

13

に兄合った林業生産を行愈うことである。いくら

良質材の生産といっても，現在わが国の木材の自

給率が約35％ということ，しかも諸外国におけ

る外材の輸出に対する規制問題を背景に考える

と，日本全国の森林全体が良質材一辺倒であると

いうことには問題があり，森林生産力の向上とい

うことがその根底にはあるのではあるまいか。森

林生産力増強という高い次元のなかでの良質材生

産を考えるべきであろう。また良質材というと，

一般に無節で年輪幅のツマった材を考える。しか

し，これにはいろいろの段階があり，また限度も

ある。年輪l隅が1.5-2.0mm以下と極端にせま

いものは材質が著しく不安定である21>蝿》ことも考

臓に入れる必要があろう。市場によって，無節性

は別として，年輪幅の問題にきわめて鋭敏なとこ

ろと，それほどでないところとがあると聞いてい

る。それぞれの林業の地域性に対応して，材質の

'側]上と生座力増強という二律背反的な技術をどの

ように調和させるかを検討して，各自の林業生

産，経営を位置付ける場合に本稿が多少なりとも

参考になる点があれば幸いである。

（つつみたかお・林試土じよう部長）

引用文献1)脳隆男（1964）：森林と肥培No.33,2)"

隆男(1971):IIMll施肥と林地肥培,地球社,3)朝日正美

(1971):森林と肥培No.67,4)吉金通胴ほか(1975):愛

媛県林試研報No.1,5)渡辺哲夫(1966):森林と肥培

No.46,6)梶谷孝(197の：島根県休試研報No.21,7)藤

lll桂治(1973):森林と肥塔No.77,8)Keller,T(1967):

ColloquiumonForestFertilization(Finland),9)戸

田清佐ほか(1969）：岐阜県林試報告No.9,10)塘隆男ほ

か(1975）：86日林講,11)AgeeandBiswell(1970):

Jour.For.68(11),12)Weetman,G.F.(1975):Ca-

11adianJ.ofFOr・Research5(2),13)川名明(1968):

79日林講，14)植田正幸ほか(1970):茨城県休試研報

No.7,15)生原欝久雄(1975):東京農工大演報No.12,

16)高原末基(1961）；枝打の雄礎と実際，地球社，17)職

森隆郎(1970,1972）：林試研報No.228,244,18)竹下

純一郎(1972）：岐阜県寒冷地林試報告No.1,19)林野

庁(1974）：昭和48年度休業試験研究報告il#,20)桑原武

男(1973）；広島県林試研報No.8,21)加納孟(1971):

林木の材質，日林協，22)加納盃(1965）：森林の取扱い

かたによる材質－わかりやすい林業研究解説シリーズ

No.11
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壌の調査報告

神戸市土木局公園緑地部

昭和50年6月

神戸市郊外にある再度山（フタタ

ピヤマ468m)一帯は，幕末から明

治初年以降の乱伐によってほとんど

裸地同然であったものを,Ij]治35

年から40年にかけて行なわれた大

規桃な植林事業によって，人工的に

育成されてできたものである。今日

みるこの地域の植生は，裸地に植栽

された人工植林の約70年にわたる

遷移の産物である。それゆえ，この

付近一帯のマツ林は六叩山系での|悩

生逃移の様相を解明する上で貴璽な

存在である。その恵味からこの地域

の一miを永久的に自然を保護し，洲

査記録を始めることになった。その

第1回の調査結果として，植物群落

の椛成と土壌の実態についてまとめ

たものである。巻頭には，裸地から

いかに植生が胆|復していったかを示

す徴璽な写真を多数褐戦している。

I永久傑存地の地質，気象及び来

歴

Ⅱ植物群落に関する調査結果

1．種類・面積曲線2.階層構造

3，種類組成4.分散図5.樹齢解

析

Ⅲ植物群落に関する調査のまとめ

Ⅳ土壌に関する淵査結果

1.土壌調査地点

2現地土壌調査の方法と結果

3．値林地土壌調査地における土臓

の深さの変化測定の方法と結果

4.土壌の粒径組成について

5．土壌の理化学性の分析結果と考

察

a.方法b.土域物理性につい

てc､土壊化学性について

V土壌に関する凋査のまとめ

，引用文献Res'1m6

閥 胴眉關
※ここに紹介する資料は市販されない

ものです。発行所へ頒布方を依頼する

か，頒布先でご覧下さるようお願いい

たします。
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3根曲り防止に関する研究(Ⅱ）

一幼齢木の枝打ちによる雪害防止

試験一白間純雄

4.スギタマパエの薬剤による駆除’

西村勲

5.鳥取県内の各種林における繁殖

期の鳥顛生息状況について(1)

井上牧雄

6.造林訓喋の作業仕組に関する研

究(I)(n)桑原暁

7.智頭地方の栽培オウレンについ

て土井国光

8.シイタケほだ木の有害伽|:物防

除試験(1)一種駒頭の保護効果につ

いて一竹下努

青森県林業試験場報告

昭和50年9月

主なる項目

1青聯県夏泊半島枇雌および小淡

越「通称椿山」風致保安林調査報告

書（その2）赤坂正一ほか

2.シイタケ生産農家の経営改善に

ついての研究節1報内山一

3.エノキタケの培地別品質，収量

試験

岩村良男，中島儀平，沢田彰子

4.セソブリ栽培試験岩村良男

昭和49年度

千葉県林業試験場報告第9号

昭和50年8月

主なる研究項目

1.サンプスギの枯上りに関する研

究(1)一サンブスギとスギ他品種と

の枯上りの比較一岩井宏寿

2.千葉県におけるマツノザイセン

チュウの分布域の拡大について

松原功

3.鹿野山山復崩壊地の臘生一緑化

工事跡地を中心として－

小平哲夫・中村徹

4.富津市富津地先干潟に生息する

鳥類の調査報告

富谷健三，太田幸夫，高橋美代子

愛媛県林業試験場研究報告

第1号昭和50年9月

1.低位利用材の簡易搬出川作業道

の改良に関する試験久保田善信

2.立木密度成木施肥試験

吉金通嗣，武村義治

3.ジベレリン処理によるヒノキ精

英樹クローンの埼花促進試験

得居修

4.下刈軽減化試験間室三郎

5.マッノザイセンチュウ，マツノ

マグラカミキリの実態調査

松田正治

6.シイタケほだ場の防風垣に関す

る研究宇都宮東吾

7.モウソウチク林の施肥撒水試験

宇都宮東吾八木善次郎

鳥取県林業試験場試験研究

報告第18号昭和50年10月

1.ボカスギの初期生長について

福田英比古

2.ヒノキ苗木形質別植栽地適応試

験鳥飼俊治

再度山永久植生保存地調査

報告書一第1回一再度山永

久植生保存地域の植生と土
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第23回森林。林業写真コンクール入選作品発表
応募作ﾊﾙ数877点（カラーの部168.向鯏の部709)につき3月31口

瀞･侮会を鰡伽し．慨砿辮縦の錯采次のとおり入選作品を決定いたし

ました。なお．眺椛は'ド会に属し作IW@の．部は「林難技術｣の表紙・
"_I三に順次拙‘紋いたします。

力 ラ の部(FIMI･カラーIILI"ソ切一枚'砿邸）一

特 選
(渋枠大砿’隣）

1席
(林野庁』そ1.fff)

2 席
(n本林堆技術協会徴）

1脚の.休

鹿の母仔

大井幸一iIj

佐藤秀リJ

巾田遊釘

J了烏l流

角II1応

大分鵬大分郷揚布焼町‘18川

･化郷道標弛郡中標ilt町大汕り北3丁目8

hII)3'1r腿『111式二葉､]'9丁何9－2

岨川（i春光町3Iz<3%

下･無ﾘﾙ樹#1噌市‘雌沢297

松本市岡111ぽ松岡1365-8(〒390-03）

燐誰雌久慈市長内町16－80－18

繊系市蹄町1－10

川蛎市謝諏区野川2100(〒211）

供111鵬仙北郡千畑付土崎(〒019-15)

巡那市ﾉ<井町2719－159（〒509-72）

1;WI:H.11j羽沢1-11-15(〒354）

I怖岡ﾘIL"ll1市天噛253-3(〒438)
〃

北郷遊慨沖耶中標ilt町大jInI).北3丁R8

1"If市采111653

WIIj派等ﾉ亡町5丁同567(〒592)

岡11.1雌漉庭梛川上村･1:"111.1:6狼火学毒IIIM剰枠

・化海池-1鳥川郡I当川町川獺町

忠邪,竹火j1:町675－10(〒509-72）

‘7『の森林

初冬の大訴山ろく

谷間の冬

3 席
(r1本休難技術協全‘隣）

協力

111火4jf

木出しの次雄

雨の杉林

木出し

坂神宗之助

西畑定・

佐嘩新・

久保111訴次郎
播i川』E論

佳 作 ‘4;.おろし

木材を誕ぷ

ﾉ灸焼き

炭焼きの緋

みつぐまち

山の高架鋏適

藷の大台牛j瓶

‘付の辻喰

二淀､／シカ

締と動

』且.逆

IIIlII

松I色

弥

武兜

.¥【】俊

佐藤秀叫

菊朧祁太郎

松ハニ商

長尼if〔

藩"合一徴一

蛎本昭久

白黒の音B

特選
〈腿株大厩‘“）

1席
(林野庁長愈徴）

2席
（刷本制色葉投神『I協会'雌）

蝿本恭･予

称剛穐！

淡水'lifil･鈴町7-31(〒567）

遼野'li斬綴町4-6(〒028)

獅如11称梯町4－1（〒625）

IWIIIIIj街Ⅲ1町4丁1.152‘鮒林鰐ア，母－1
脚】I又ﾘ！↓束仙郡蝦郷町朧iIt687

山岨の人

杉木なの中を

北111杉

飛沫

ポプラ並木

鈴木

北平

ﾘ11崎

雄
通
行

承
昭
俊

lIIII守

h・渕好11リ

i噌旧完､一

佐藤久太郎

川崎俊行

3席
〈日本朴是業技術協会'徴）

稀ilIIIr神通111丁3」.1．1318

北ﾉしり｡I､11I『八I脈西Iﾒ:縦〃”j､21．日9‘－8－202

器張りil久慈II:f壁内町16－80－18

縦予市朝倉町1－42

収伯那東郷町藤津687（〒689-07）

約を鍛えるカモシカ

無のふくろう

炭峰善

孫と一謡に

ひとりぐちし

高繊謹

商達三郎

上野爽弓

坂神雅之肋

木南雄平

近藤久司

小菅文群

榧田正一

111中正人

譲田栄

諭剛穂一
〃

怖本昭久

佐藤締夫

佐藤久太郎

泥本恭挙

上野真弓

横浜政彦

岡政武

下新原義弘

北海遊洲錫11町字棚'iﾐ(〒092-04）

腱野雌南淡曇郡哩科町兇崎町

糊111市IIr謙町4－17

松本市岡IIIIX松岡1365-8

'1､ｲ紘市若竹町23-29(〒047）

川口rli*$I!m2-27-16鈴木淳礎スタジオー内

,侠父市rl野、町2－2－3

山L1難新南賜市海田古剛作

怯本117白板1－4－32

通野市附蝿牛町上附蝿'1急9－83

遮野市新織町4－6
〃

恵那市大井町675－10

.化海逝漉良野市山部町西18級

幟乎市朝倉町1－42

茨木市迩十鈴町7－31

瓶111市吉撤町4－17

浦和市I刊胤“0，烏測地1－10－503
獅知市編井町232－7

広渦雅大竹市黒川3丁同94－12

佳 作 謡い樹

光影

冬，や力ぐて春が

冬の暦松林

筏作業

霧の三峠

木材搬出風殿

この道50年

旅_逆の劇I

III出し前の小休lIz
冬の杉林

・弾岡

安定バツグンの木製

ひるめしどき

ひるげのひととき

一m艮

捌

擁かざり

し、こしE

織れる宮脇
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第31回通常総会の開催および関係行事のお知らせ
総会ならびに関係行事を下記のとおり開催いたしますので，ご出鵬下さるよ

うご案内申し上げます。

昭和51年5月10口

社団法人日本林業技術協会

理事長福森友久
記

－

会 場行

第22回林業技術コンテスI、

事月 日時間

5月"｡(*)|,1,00'L｣,!''iO0"|

厩二洲’
5月28日（金）

時間

日林協5階会議塗

農林年金会館
〃

ノノ

ノダ

〃

〃

理 事会

第22回林業技術武受蛍者の表彰

第9回林業技術奨励貧受賞者の表彰

第22回林業技術コンテスト受賞者の表彰

永年勤続職風の表彰

第31回通徽総会

第1号議案|Im和50年度業務報需ならびに

収支決郷報告の件

第2号談錐昭和51年度事業計miならびに

収支予算の件

第3号議案昭和51年度借入金の限度額の

件

第4号議案役員の任期満了に伴う改選の件

閉会

総会終了後引き続いて藤岡光長賞の表彰

コソテス|､参加者郁内見学

支部幹事打合会

支部幹事，コンテスト参加者合同の懇親会

〃

〃

円林協5階会議室
〃

|Ⅱ730～2130
10．00～12．00

1]200～"00

ｉ
１
１’

5月29KI(土）

出席者福森，小m,小畠，堀，伊

・藤，浦井，尼嫡，大福，大矢，

神足,塩島,商見,大西,森m,

丸山，吉岡（噸間)松川,坂口，

蓑輪

|慨織“う噌響割
昭和51年5月10日発行

林業技術

卵410号

細蛎発行人福森友久

印刷所株式会社太平社

発行所

社団法人日本林業技術協会

(〒102）東京都千代田区六番町7

砿話（261）5281(代)～7

（振替東京03－60448稀）

◎外国研修員の受入れ

（財)交流協会の依頼により，航空

写翼撒影研修員として，台湾省鵬林

庁林務脳職員2名を受け入れ，つぎ

のとおり研修中である。

氏魚黄印坤氏，陳峯IJI氏

期間自昭和51年4月2411

至昭和51年5月22口

◎昭和51年度第1回常務遅事会

1IW和51年5月7日正午から水会

会議室において開催した。

議題昭和51年度，第31回通常総会

提出議案について

’
１
１

さんざん雨にたたられた後の五月

晴れ，新緑がひときわ目にしみる。

だが，全山したたるばかりの．……／

など感心ばかりしておれない。やっ

かいな雑草木との戦いが始まる。育

林作業中最も労力を要る下刈に，理

屈ではないより効果的な方法は考え

られないものだろうか。（八木沢）

R1NGYOGIJUTSU

publishedby

JAPANFORESTTECHNICAL

ASSOCIATION

TOKYOJAPAN



………………與林靴と興林革軍手……………………
山で働く人の足と手の災害防止に 革は上質ボックス

底は特種合成ゴム
形もよく丈夫で廉価な興林靴と革軍手

～与一凸早．●ecc●■ﾛ●屯●~Q令鈩●
０
〃
〃
●
９
げ
ぃ
●
ひ
げ
Ｐ
Ｇ
ク
Ｕ
Ｑ
Ｄ
ｒ
Ｑ
９
ク
Ｄ
ｏ
０
ｒ
ｃ
ｅ
〃
氏
。
ｂ
ｒ
ｏ
９
〃
ａ
ｐ
０
ひ
も
ｏ
ｊ
Ｆ
Ｏ
０
ヶ
ｃ
ｏ
ａ
Ｑ
Ｂ
５
〃
も
◇
分
ｒ
Ｄ
Ｏ
〃
＆
Ｑ
Ｂ
ｒ
０
４
グ
Ｕ
Ｇ
０
り
ゅ
▼
ｊ
Ｕ
４
虹
ひ
●
ひ
タ
グ
寺
旬
〃
●
●
ｂ
ｒ
●
も
夕
Ｃ
ｅ
″
Ｆ
◆
ｐ
ク
ｐ
ｏ
９
Ｆ
ｏ
ｆ
グ
ー
。
Ｏ
″
も
り
〃
ｇ
●
０
〃
●
。
〃
α
、
心
夕
■
今
夕

ｉ
ｆ
●
０

§,

■
０
グ
ロ
ｂ
Ｄ
Ｈ
″
Ｂ
Ｇ

も

■
Ｐ
Ｑ
。
〃
Ｆ
Ｑ
０
〃
■
Ｑ
〃
”
Ｑ
０
〃
●
■
Ｄ
ｒ
ｂ
０
〃
５
＆
Ｏ
ひ
６
９
夕
日
Ｑ
０
グ
０
９
グ
ロ
Ｅ
０
ｇ
ｏ
ｅ
夕
ｑ
巳
。
〃
、
。
。
。
Ｑ
０
〃
０
●
〃
〃
■
９
〃
ｃ
ｏ
Ｄ
ｆ
●
０
〃
’
ｑ
０
ｆ
凸
ｑ
〃
Ｑ
●
０
〃
Ｇ
ｑ
ｐ
Ｑ
ｑ
９
〃
０
０
〃
Ｑ
Ｑ
０
Ｆ
Ｑ
Ｄ
ｊ
ｒ
●
９
ｐ
ｉ
Ｃ
Ｇ
″
．
●
、

No.1短靴¥3,800
通勤，作業兼用

N《》､2編上靴¥4,000

登山，山林踏査に好適
No.3半長靴¥5,500

オートバイ用に好適
革軍手￥500

ご注文の節は種類とサイズ（文数）をはっき

りお書き下さい。尚ご注文品にキズが有った

り足に合わなかった場合はお取替え致します。

〈送料実費＞

東京都千代田区六番町7

電話(261局)5281(代表),～7

郵便番号102

け
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』

NQ4長編上靴“｡‘鷲僻鷆）社団法人日本林業技術協会（編上スパッツ）
山林踏査，オートバイ用￥5,500山林踏査，オートバイ用￥5,800 （振替・東京3-60448番）
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ODCによる’ ’1974年版農林省林業試験場編集

林業･関係国内文献分類目録
好評発売中./B5判793ページ皮背極上製本¥45,000

’千や
認
一
聖

一
誘
一

守
吟

－
９ ④岡立林業試験場では文献怖報類の分類薙理にあたってODC(Tl,e

OxfordSystemofDecimalClassificationforForestry)方

式を採用し，岡場に所蔵する文献の検索，必要な文献の閲随と複

淳サービスにいたる．班のシステム化がすすめられています。
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Ｉ
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④1974年版は，同年｢|'に林業ならびに関連する科学分卿の定期刊行

物511誌に発表された文献約7,500点を収録しておl)ます画杵文献

は,ODC方式によって配列され,ODC標数，著新名・題名・

掲赦誌名・巻号・ページ・内容のあらましが記載されております。

●
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
１
４
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
０
１
Ｈ

良“薑、髄且踊再■

冑亭恋伍寅邑会全智

’ ’’茎更日本林業技術協会
｜

’

東京都千代田区プミ番町7／〒102

振替東京60448/TEL(261)5281(代）
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林
業
労
働
研
究
会
編
Ｂ
６
判
一
九
○
頁
価
九
五
○
円
〒
棚
円

誹
議
鍔
螺
指
片
岡
秀
夫
著
二
七
○
頁
価
一
、
五
○
○
円
一
耐
円

大
金
永
治
・
田
中
聖
一
・
五
十
嵐
恒
夫
編
四
○
○
頁
価
二
、
五
○
○
円
〒
伽
円

ｌ
林
政
審
施
策
部
会
報
告
の
理
解
ｌ

閥
有
林
、
民
有
林
を
通
じ
た
林
業
労
伽
対
策
の
基
本
的
方
向
と
具
体
的
方
策
を

と
り
ま
と
め
た
林
政
辮
施
策
部
会
柵
告
「
林
業
労
働
対
策
に
つ
い
て
」
の
理
解

の
た
め
に
、
そ
の
内
容
の
背
景
と
意
味
を
解
説
す
る
と
と
も
に
、
我
が
国
の
林

業
労
伽
の
現
状
と
問
題
点
、
さ
ら
に
諸
外
国
の
林
業
労
働
事
悩
を
詳
述
し
た
。

今
日
と
明
日
の
日
本
林
業
を
考
え
る
た
め
の
必
読
書
で
あ
る
。

管
理
者
・
監
督
者
の
み
な
ら
ず
労
務
問
題
に
関
心
を
寄
せ
て
い
る
全
て
の
林
業
川

マ
ン
の
た
め
に
書
き
お
ろ
し
た
好
箇
の
指
導
教
本
。
労
務
管
理
の
基
本
理
念
・
川

労
働
法
・
労
働
情
勢
・
教
育
訓
練
・
就
業
規
則
・
労
働
協
約
の
ほ
か
、
功
程
管
川Ⅱ

理
・
安
全
管
理
な
ど
労
務
管
理
の
全
般
を
わ
か
り
や
す
く
体
系
的
に
述
べ
る
。
Ⅲ

独
和
五
三
○
○
語
、
和
独
五
三
○
○
語
を
収
録
。
林
政
、
経
営
、
生
態
、
育
林
、

伐
木
集
運
材
か
ら
航
空
写
真
、
林
産
、
加
工
、
樹
種
名
ま
で
の
各
専
門
分
野
に

わ
た
り
、
林
業
・
林
学
の
発
展
に
伴
い
増
加
し
た
用
語
、
変
化
し
た
訳
語
を
十

二
分
に
収
め
て
お
り
、
林
業
関
係
者
が
座
右
に
置
き
た
い
基
本
図
譜
で
あ
る
。

三

務
●

日
本
林
業
調
査
会

〒
収
束
京
都
新
宿
区
市
谷
本
村
町
二
八
ホ
ワ
ィ
ト
ピ
ル

砥
話
星
（
剛
）
禿
二
番
・
振
替
東
京
《
ｌ
夫
一
舌
番

ヨ

月
日
サ
ワ望

、
l
【

肛8

論
IⅡIⅡ11Ⅱ11ⅡⅡ1111Ⅱ1Ⅱ111ⅡIⅡⅡⅡⅡ!ⅡIⅡⅢ11Ⅱ11MⅡIⅢlHⅡ111ⅡⅡ1111ⅡIⅡⅡiⅡIIHIIIⅡ11ⅡlⅡⅡ11ⅡI{IⅡH1Ⅱ11ⅡiⅡlⅡlⅡIⅡIⅡ111ⅢlⅡⅡⅡⅡIⅡ11111ⅡⅡⅡⅡⅡⅡⅡⅡIⅡIⅡⅡⅡlⅡ11Ⅱ111Ⅱ111ⅡIMIⅡ111Ⅱ1111Ⅱ11ⅢlIllIIⅡⅡIⅡ11Ⅱ111

原 色’’
hⅢ儲

岬

日本林業 地球社

ノ、

結考木例金蠕
→←

監修＝全国特殊
林産振興会
B6判。P360
￥2500。〒'60

う／多“’
1

1
一

特"j林産に対する一般のI劉心が、手作りの1床、
山の味などといわれ昂まっている。過去にも、
維培・増硫が叫ばれ磯ん'二行なわれたが流行の
ように立ちil'iえてしまった。その理由として複
雑多岐・時代の変化などいろいろあるが、栽培
技術・流通面に関する現地向けの参考書が欠け
ていたことは大きな理I↑1の一つである。本書は
"jil林産物につし、ての生きた麦料･として、現地
の指導肴が軌議したものである。

ヒメウツギ、ターマアジサイ、ガクアジザイ、ヤ
マアジサイ、ノリウツギ、ガクウツギ、ミヤマ
l、ミズキ、マルノやノキ、ノイノぐう、カスミザク
ラ、キノ､竿、ヌノレデ、ヤマウノレシ、ミッノ守ウッ
ギ、コミネカエデ、ミオ､カエデ、ミヤマホオソ、
オニウコギ、ヤマウコギ、ウスギョウラク、ウ
ラジロヨウラク、レンゲツツジ、キヨスミミツ
ノ●ツツジ、ウンゼンッッジ、サクラツツジ、サ
ワフタギミムラサキシキフミヤマムラサキ、コツ
クノミオ､ウツギ､チョウジガマズキ、ニシキウツギ

◎
107束京都港区赤坂4－3－5
振替東京195298．窓03(585)0087刊紹

第5巻 卜

驍修＝林野庁
著者・倉田悟
A4判・P250
￥’3，000

■
凸

第1巻から第5巻の総合索引付

麹'二



大
和
本
草
〈
全
二
巻

植
物
渡
来
考

植
物
妖
異
考

Ｂ
５
判
／
索
引
共
全
四
巻

合
価
四
五
、
○
○
○
円

〈
新
増
訂
版
〉
応

冒

取
新

農
学
博
士
広
江
勇
著

初
版
（
昭
８
）
発
行
以
来
応
用
菌
箪
学
の
概
論
・
形
態
学
・
生
理
学
・

研
究
法
・
分
類
法
・
衛
生
学
お
よ
び
栽
培
法
・
利
用
法
・
貯
蔵
法
な
ど

全
般
に
わ
た
る
画
期
的
な
体
系
的
研
究
と
し
て
の
評
価
を
得
て
き
た
が
、

こ
こ
に
増
訂
版
（
昭
昭
）
以
後
の
新
研
究
を
再
増
補
し
、
現
代
の
斯
学

界
お
よ
び
菌
箪
学
応
用
の
栽
培
加
工
・
薬
業
な
ど
関
連
業
界
の
要
望

に
こ
た
え
て
再
刊
。

■
Ａ
５
判
上
製
／
全
一
八
○
○
頁
定
価
二
五
、
○
○
○
円

樹
木
大
図
説
跳
躍
一
著

蕊

６
５
剛
／
蕉
洲
典
全
凹
患
し
た
樹
木
の
大
百
科
事
典
。

用
菌
薑
学

貝
原
益
軒
原
著
・
白
井
光
太
郎
考
註

定
価
一
五
、
○
○
○
円

〈
複
刻
版
〉
白
井
光
太
郎
著

定
価
五
、
○
○
○
円

〈
複
刻
版
〉
白
井
光
太
郎
箸

定
価
五
、
○
○
○
円

〒113束京都文京区本郷6－8－10

TEL<03>813-4601代表有明書
－－

房 カタログ送呈

'輔輪泰
〃口

ミ

"F

{磯､.’
Lが電突

蒲
卜

L

:8獅瞳

ロ

‐‐画一!一一"邸典､“‘、‐‐“＝詩 ｡・迅一一

強靱性・寸法安定性・平面性・保辱性・耐久

性のすぐれだポリエステルフイルムベースの
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